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清
原
家
の
『
論
語
』
解
釋

｜

清
原
宣
賢
を
中
心
に
｜

水

上

雅

晴

一
、
前
言

『
論
語
』
の
日
本
へ
の
傳
來
は
早
く
、『
古
事
記
』
應
神
天
皇
十
六
年
（
二
八
五
）
條
に
は
、
百
濟
國
の
和
邇
吉
師
に
よ
り
『
論
語
』
十

が
日
本
に
傳
え
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
推
古
十
二
年
（
六
〇
四
）
頃
に
發
布
さ
れ
た
十
七
條
憲
法
（『
日
本
書
紀
』
推
古
天
皇

十
二
年
四
月
條
な
ど
）
の
條
文
を
見
る
と
、「
世
少

一
）

生
知
」（
第
七
條
）、「
使
民
以
時
、
古
之

二
）

良
典
」（
第
十
六
條
）
な
ど
、
明
ら
か
に
『
論

語
』
を
踏
ま
え
た
と
思
わ
れ
る
表
現
が
頻
出

三
）

す
る
か
ら
、
飛
鳥
時
代
（
五
九
二
〜
七
一
〇
）
ま
で
に
『
論
語
』
が
或
る
程
度
受
容
さ
れ
て

い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
下
っ
て
奈
良
時
代
（
七
一
〇
〜
八
四
）
に
入
っ
て
唐
の
律
令
制
に
範
を
取
っ
た
國
家
體
制
が
整
備
さ
れ
る
と
、

官
吏
養
成
の
教
學
機
關
た
る
大
學
と
國
學
に
お
け
る
課
程
の
中
で
、
他
の
諸
經
が
選

科
目
で
あ
っ
た
の
と
は
異
な
り
、『
論
語
』
は
『
孝
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經
』
と
竝
ん
で
學
生
必
修
の
經
書
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
に
至

四
）

っ
た
。

諸
學
の
中
心
で
あ
る
大
學
、
す
な
わ
ち
大
學
寮
は
、
學
科
に
相
當
す
る
「
道
」
か
ら
構
成
さ
れ
、
紀
傳
道
・
明
經
道
・
明
法
道
・
算
道
・

書
道
・
音
道
の
諸
道
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
中
、
高
級
官
僚
養
成
の
役
割
を

う
の
が
、
紀
傳
道
と
明
經
道
の
二
つ
で
あ
り
、
前
者
は
文

章
、
後
者
は
經
學
を
そ
の
課
程
の
中
心
と
し
た
。
大
學
寮
に
お
け
る
講
義
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
ま
ず
音
博
士
に
よ
る「
棒
讀
み
」、
す
な

わ
ち
中
國
音
に
よ
る
音
讀
が
行
な
わ
れ
、
次
い
で
博
士
に
よ
る
訓
釋
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
音
博
士
は
當
初
、

化
人
の
子

孫
が
多
か
っ
た
が
、
寛
平
六
年
（
八
九
六
）
に
遣
唐
使
が
廢
止
さ
れ
る
と
、
中
國
音
を
傳
え
る
人
材
が
得
難
く
な
り
、
次
第
に
名
目
的
な

存
在
に
な
っ
て
い
っ
た
。
す
る
と
、
自
然
な
流
れ
と
し
て
、
紀
傳
・
明
經
博
士
に
よ
る
訓
釋
が
講
義
の
中
心
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

大
學
寮
の
博
士
は
、
當
初
、
實
力
本
位
で
選
任
さ
れ
て
い
た
が
、
平
安
時
代
（
七
九
四
〜
一
一
八
〇
）
の
中
期
以
後
に
入
る
と
、
一
般

の
官
職
が
世
襲
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
に
呼
應
し
て
、
大
學
寮
の
博
士
も
「
道
」
ご
と
に
任
命
さ
れ
る
氏
族
が
固
定
化
し
、
遂
に
そ
れ
ら

の
氏
族
ご
と
に
家
學
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
後
一
條
天
皇
（
在
位
一
〇
一
六
〜
三
六
）
の
頃
以
後
、
明
經
道
の
博
士
は
、

中
原
・
清
原
兩
氏
に
よ
っ
て
獨
占
さ
れ
る
に
至

五
）

っ
た
。
た
だ
、
武
士
階
級
の
勃
興
に
伴
う
世
上
の
動

は
、
學
問
の
府
た
る
大
學
寮
に
も

波
及
し
、
保
元
元
年
（
一
一
五
六
）
の
兵

と
安
元
三
年
（
一
一
七
七
）
の
大
火
に
よ
っ
て
、
大
學
寮
は
二
度

失
し
、
以
後
は
、
國
事

多
端
で
再
建
の
見
込
が
な
く
な
っ
た
。
す
る
と
、
大
學
寮
に
お
け
る
講
義
は
實
施
で
き
な
く
な
り
、
そ
の
教
官
た
る
博
士
家
は
、
活
動
の

中
心
を
貴
顯
へ
の
經
説
の
傳
授
に
移
行
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

六
）

っ
た
。

博
士
家
の
經
説
は
、
長
ら
く
大
學
寮
で
講
義
の
對
象
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
權
威
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
さ

七
）

れ
る
。
後
述
の
通
り
、
そ

の
權
威
は
由
緒
あ
る
「
家
説
」
を
據
り
所
と
し
、
そ
の
家
説
を
公
開
せ
ず
家
内
で
受
け

い
で
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
た
。
日
本

の
中
世
に
お
け
る
儒
家
經
典
の
解
釋
の
主
流
を
な
し
た
の
が
明
經
博
士
家
で
あ
り
、
そ
の
經
説
が
「
家
説
」
と
し
て
家
の
中
で
獨
占
的
に

清
原
家
の
『
論
語
』
解
釋
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受
け

が
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
東
ア
ジ
ア
の
經
典
解
釋
史
の
中
で
も
特
異
な
事
象
だ
と
言
え
よ
う
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
明
經
博
士
家
の
中
で
も
そ
の
經
説
が
多
く
傳
わ
っ
て
い
る
清
原
家
に
お
け
る
『
論
語
』
解
釋
の
實
態
と
そ
の
特
色

に
つ
い
て
、
清
原
宣
賢
（
一
四
七
五
〜
一
五
五
〇
）
を
中
心
に

討
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
宣
賢
を
取
り
上
げ
る
理
由
は
清
原
家
の
中

で
最
も
多
く
の
著
作
が

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
經
書
の
中
で
『
論
語
』
を
選
ん
だ
の
は
他
の
經
書
に
比
し
て

っ
て
い
る
關
連
資
料

が
豐
富
だ
か
ら
で
あ
り
、
清
原
家
の
家
説
の
實
態
を
解
明
す
る
に
は
、
宣
賢
の
『
論
語
』
解
釋
に
着
目
す
る
の
が
適
當
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
本
稿
は
宣
賢
の
思
想
の
内
實
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
豫
め

っ
て
お
く
。

二
、
清
原
家
と
『
論
語
』

一
族
内
に
お
け
る
宣
賢
の
位
置
を
把
握
す
る
た
め
、
清
原
家
の
中
で
始
め
て
明
經
博
士
に
な
っ
た
廣
澄
（
九
三
四
〜
一
〇
〇
九
）
以
後

の
系
圖
の
あ
ら
ま
し
を
示
す
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
要

廣
澄

頼
隆

定
康

定
滋

頼
業

祐
隆

教
隆

仲
隆

良
業

頼
尚

良
枝

良
季

宗
季

良
賢

良
兼

宗
尚

頼
季

業
賢
（
良
雄
）

宗
業

業
忠

宣
賢

宗
宣

（
五
條
）
頼
元
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系
圖
に
見
え
る
主
要
な
人
物
に
よ
る
經
書
講
義
の
實
施
状
況
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
、「
清
原
家
中
興
の
碩
儒
」と

さ
れ
る
清
原
頼
業

（
一
一
二
二
〜
八
九
）
は
、
九
條
兼
實
『
玉
葉
』

五
十
四
の
後
鳥
羽
天
皇
文
治
四
年
（
一
一
八
八
）
四
月
二
十
二
日
條
と
十
一
月
五
日
條

に
、
後
に
太
政
大
臣
と
な
る
二
位
中
將
藤
原
良
經
（
一
一
六
九
〜
一
二
〇
六
）
に
『
論
語
』
を
教
え
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
頼
業
の

玄
孫
清
原
良
枝
（
一
二
五
三
〜
一
三
三
一
）
は
、
龜
山
・
後
宇
田
・
後
二
條
・
後
伏
見
・
花
園
・
後
醍
醐
・
光
巖
七
代
の
天
皇
に
侍
讀
と

し
て
仕
え
て
い
る
。
そ
の
玄
孫
清
原
良
賢
（
一
二
七
八
〜
一
三
二
五
）
は
、
伏
見
・
後
伏
見
・
花
園
・
光
嚴
四
代
の
天
皇
の
侍
讀
と
な
り
、

近
衞
道
嗣
『
愚
管
記
』
に
は
、
應
安
六
年
（
一
三
七
三
）
正
月
二
十
四
日
、
二
月
三
日
・
十
日
・
二
十
一
日
、
三
月
六
日
、
前
關
白
近
衞

道
嗣
が
助
教
清
原
良
賢
を
招
い
て
『
論
語
』
の
講
義
を
さ
せ
た
こ
と
が
見
え
る
。

清
原
家
の
『
論
語
』
講
釋
に
は
宮
中
の
貴
顯
に
と
っ
て
一
定
の
需
要
が
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
需
要
が
高
ま
っ
た
の
が
清
原
業
忠
（
一

四
〇
九
〜
六
七
）
の
頃
で
あ
る
。
業
忠
は
永
享
十
一
年
（
一
四
三
九
）
以
來
、
後
花
園
天
皇
へ
の
進
講
を
續
け
、
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）

六
月
十
二
日
に
四
書
五
經
全
部
の
進
講
を
終
え
た
が
、
文
安
四
年
（
一
四
四
七
）
三
月
、
再
度
四
書
を
進
講
す
る
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
た
（
中

原
康
富
『
康
富
記
』）。
業
忠
の
講
義
に
對
す
る
需
要
は
宮
中
に
と
ど
ま
ら
ず
、
將
軍
家
か
ら
も
招
聘
さ
れ
、
文
安
三
年
（
一
四
四
六
）
に

は
七
代
將
軍
足
利
義
勝
の
弟
義
成
（
後
の
八
代
將
軍
足
利
義
政
）
に
『
論
語
』
を
傳
授
し
て

八
）

い
る
。
業
忠
の
交
際
が
禪
林
に
ま
で
及
ん
で

枝
賢
（
頼
賢
）

國
賢

（
舟
橋
）
秀
賢

秀
相

宣
幸

宣
香

宣
通

宣
光

宣
條

（
伏
原
）
賢
忠

― ―68

清
原
家
の
『
論
語
』
解
釋



い
た
こ
と
は
、
業
忠
の
講
釋
を
建
仁
寺
の
天

龍
澤
（
一
四
二
二
〜
一
五
〇
〇
）
が
筆
録
し
た
『
論
語
聞
書
』
の
轉
寫
本
が
現
存
す
る
こ

と
か
ら
容
易
に
知
ら

九
）

れ
る
。

當
時
の
學
界
に
お
け
る
業
忠
の
地
位
を
如
實
に
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
古
活
字
版
『
論

一
〇
）

語
抄
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
爲
政
篇
「
子
曰
、
詩

三
百
」
章
「
思
無
邪
」
句
の
訓
讀
の
し
か
た
を
め
ぐ
っ
て
、
文
章
博
士
家
の
菅
原
家
の
學
徒
と
明
經
博
士
家
の
清
原
・
中
原
家
の
學
徒
と

の
間
で
論

に
な
っ
た
が
決
着
が
つ
か
な
か
っ
た
た
め
、「
翰
林
院
大

一
一
）

外
記
」
た
る
業
忠
の
判

を
仰
い
で
、
そ
の
裁
定
に
服
し
た
の
で

一
二
）

あ
る
。

業
忠
の
孫
に
當
た
る
清
原
宣
賢
は
、
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
に
吉
田
兼
倶
（
一
四
三
五
〜
一
五
一
一
）
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
清

原
宗
賢
の
養
子
と
な
っ
て
清
原
家
の
家
學
を
受
け

ぐ
こ
と
に
な

一
三
）

っ
た
。
宣
賢
の
『
論
語
』
講
釋
の
受
講
者
も
業
忠
同

、
多
岐
に
渉
っ

て
い
る
。
鷲
尾
隆
康
『
二
水
記
』
に
よ
る
と
、
永
正
十
六
年
（
一
五
一
九
）
四
月
二
十
一
日
、
後
柏
原
天
皇
が
宣
賢
を
召
し
て
『
論
語
』

を
進
講
さ
せ
て
い
る
。
萬
里
小
路
惟
房
『
惟
房
公
記
』
に
よ
る
と
、
天
文
十
年
（
一
五
四
一
）
十
月
二
十
四
日
、
後
奈
良
天
皇
（
在
位
一

五
二
六
〜
五
七
）
が
宣
賢
を
召
し
て
『
論
語
』

七
の
部
分
を
進
講
さ
せ
て
い
る
。
三
條
西
實
隆
『
實
隆
公
記
』
に
よ
る
と
、
後
奈
良
天

皇
は
、
ま
だ
知
仁
親
王
で
あ
っ
た
永
正
八
年
（
一
五
一
一
）
四
月
二
日
、
宣
賢
か
ら
『
論
語
』
序
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て

一
四
）

い
る
。

足
利
衍
述
氏
の
調
査
に
よ
る
と
、
こ
の
他
、
宣
賢
の
講
釋
を
受
け
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、
公
卿
で
は
、
甘
露
寺
亞
相
、

萬
里
小
路
卿
、
三
條
西
公
條
、
武
家
で
は
、
十
代
將
軍
足
利
義

、
十
二
代
將
軍
足
利
義
晴
、
能
州
太
守
畠
山
義
總
、
大
内
被
官
飯
田
將

監
、
僧
侶
で
は
、
南
禪
寺
の
瑞
雲
及
林
首
座
、
若
狹
古
濱
柄
雲
寺
の
竹
田
及
玉
首
座
、
越
前
一
乘
谷
の
興
雲
軒
新
藏
主
、
居
士
で
は
林
宗

二
で

一
五
）

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
清
原
家
の
『
論
語
』
講
義
は
、
多

な
受
講
者
を
獲
得
し
た
。
清
原
家
に
お
い
て
『
論
語
』
解
釋
の
根
幹
を
な
し
た
の
が

― ―69
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點
本
で
あ
り
、
そ
れ
を
も
と
に
講
義
し
た
記
録
が
抄
物
で
あ
る
。
清
原
家
の
『
論
語
』
解
釋
は
、
こ
の
兩
種
の
資
料
を
通
し
て
そ
の
實
態

を
詳
細
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
點
本
、
抄
物
の
順
に

討
を
加
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。

三
、
清
原
家
の
『
論
語
』
解
釋
書
（
一
）
｜

點
本
｜

（
イ
）
點
本

日
本
人
に
と
っ
て
漢
籍
は
言
語
體
系
も
語
彙
も
全
く
異
な
る
外
國
語
文

で
あ
り
、
流
入
の
當
初
か
ら
、
そ
の
讀
解
に
は
翻
譯
と
い
う

作
業
を
必
要
と
し
た
。
や
が
て

々
な
試
行
錯
誤
の
結
果
、「
訓
讀
」と
い
う
一
つ
の
譯
讀
法
が
開
發
さ
れ
、
そ
の
方
法
は
以
後
、
改
良
を

重
ね
な
が
ら
現
在
に
至
る
ま
で
受
け

が
れ
て
い
る
。
訓
讀
は
、
中
國
語
の
文
言
文
に
つ
い
て
、
そ
の
原
形
を
生
か
し
つ
つ
日
本
語
と
し

て
讀
む
手
法
で
あ
り
、
外
國
語
文

を
自
國
語
の
文

と
し
て
讀
む
、
と
い
う
困
難
を
打
破
す
る
た
め
、
漢
籍
の
原
文
中
の
一
字
一
字
に

對
し
て
、
日
本
語
の
語
順
に
從
っ
て
讀
む
た
め
に
必
要
な
補
助
符
號
た
る「
返
り
點
」、
及
び

語
の
品
詞
分
類
、
文
法
機
能
、
そ
れ
に
語

義
を
示
す
役
割
を
果
た
す
「
乎
古
止
點
」
や
「
送
り

名
」
等
を
加
え
る
。
こ
の
返
り
點
・
乎
古
止
點
・
送
り

名
等
を
「
訓
點
」
と
總

し
、
訓
點
が
附
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
「
訓
點
本
」「
點
本
」
と

す
る
。

漢
籍
に
對
し
て
逐
字
的
に
簡
潔
な
解
釋
を
與
え
る
點
に
着
目
す
る
と
、
訓
讀
と
い
う
の
は
、
讀
解
の
對
象
と
な
る
文

に
對
し
て
「
加

點
」、
す
な
わ
ち
訓
點
を
加
え
る
こ
と
を
通
し
て
、
全
面
に
わ
た
っ
て
訓

を
施
す
作
業
と
言
え
る
。
中
田
祝
夫
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
訓

點
本
一
般
が
生
じ
た
の
は
平
安
初
期
（
七
九
四
〜
九
〇
〇
）
で
あ
り
、
平
安
中
期
（
九
〇
一
〜
一
〇
〇
〇
）
に
入
る
と
佛
典
を
中
心
に
「
移

點
」、
す
な
わ
ち
先
人
の
點
本
の
訓
點
を
自
身
が
持
つ
テ
キ
ス
ト
に
移
し
替
え
る
現
象
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
平
安
後
期（
一
〇
〇
一
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〜
八
六
）
に
は
、
佛
者
・
博
士
家
の
間
に
こ
の
移
點
が
廣
く
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
訓
讀
語
が
統
一
さ
れ
、
訓
點
も
家
ご
と
に
規

格
化
さ
れ
始
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
さ
ら
に
院
政
時
代
（
一
〇
八
七
〜
一
一
九
一
）
に
入
る
と
、
點
本
と
い
え
ば
「
移
點
」
に
限
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
の
が
全
體
の
趨
勢
で
あ

一
六
）

っ
た
。

現
存
す
る
清
原
家
の
『
論
語
』
點
本
の
中
で
最
も
古
い
の
は
、
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
に
清
原
教
隆
（
一
一
九
九
〜
一
二
六
五
）
が

書
寫
・
加
點
し
た
も
の
を
も
と
に
正
和
四
年
（
一
三
一
五
）
に
書
寫
さ
れ
た
も
の
で

一
七
）

あ
る
。
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
「
正
和
本
」
と

さ
れ
る
こ
の
點
本
（
東
洋
文
庫
所
藏
。
請
求
番
號：

一
｜
Ｃ
｜
三
六
Ｂ
）
の
第
一

書
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

此
書
受
家
説
二
箇
度
。
…
…
仍
爲
傳
子
孫
、
重
所
書
寫
也
。
加
之
朱
點
墨
點
、
手
加
自
加
畢
、
即
累
葉

説
、
一
事
不
脱
。
子
々
孫
々

傳
得
之
者
、
深
藏

中
、
勿
出

外
矣
。

教
隆
が
「
家
説
」
を
「
二
箇
度
」、
す
な
わ
ち
二
度
に
わ
た
っ
て
受
け
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
自
身
が
加
え
た
訓
點
に
關
し
て
、「
累
葉

説
」
と
説
明
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
よ
り
以
前
に
清
原
家
の
中
で
家
點
本
が
長
ら
く
傳
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
仁
治
三
年

（
一
二
四
二
）
は
鎌
倉
時
代
（
一
一
八
〇
〜
一
三
三
三
）
の
初
期
に
當
た
り
、
そ
の
何
代
も
前
か
ら
家
説
が
傳
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
教
隆

が
傳
え
た
加
點
法
の
起
源
が
平
安
時
代
に
ま
で
遡
り
得
る
こ
と
を
暗
示
し
て

一
八
）

い
る
。

こ
こ
で
注
目
に
値
す
る
の
は
、
教
隆
が
こ
の
家
點
本
を
受
け

ぐ
者
に
向
か
っ
て
、「
深
藏

中
、
勿
出

外
矣
」と
述
べ
、
門
外
不
出

に
す
る
よ
う
戒
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
清
原
家
の
點
本
は
、
日
本
の
中
世
期
に
あ
っ
て
最
も
權
威
あ
る
『
論
語
』
の
解
釋
書
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
が

密
主
義
的
な
加
點
法
に
よ
っ
て
代
々
傳
授
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
當
然
豫
想
さ
れ
る
こ
と
な
が
ら
、『
論
語
』だ
け
で
は

な
く
、
他
の
經
典
も
同

の
形
で
傳
授
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
京
都
大
學
清
家
文
庫
所
藏
『
禮
記
』
二
十

（
室
町
時
代
抄
本
）
の

書
に
は
、
壽
永
二
年
（
一
一
八
三
）
二
月
四
日
に
清
原
頼
業
が
息
子
の
良
業
に
「

説
」
を
授
け
終
わ
っ
た
こ
と
を
示
す
記
述
が
轉
記
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さ
れ
て

一
九
）

い
る
。

儀
の
如
き
加
點
法
を
家
學
と
し
て
傳
授
す
る
に
は
、
テ
キ
ス
ト
を
統
一
す
る
こ
と
が
當
然
必
要
に
な
る
。
そ
れ
は
、
既
に
傳
わ
っ
て

い
る
古
い
點
本
の
訓
點
を
別
の
版
本
に
轉
記
す
る
時
、
本
文
や
注
釋
の
文
字
が
異
な
る
と
、
先
祖
が
加
え
た
訓
點
を
加
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
が
出
來
す
る
か
ら
で
あ
る
。
武
内
義
雄
氏
が
「
舊
鈔
論
語
の
今
に
存
す
る
も
の
い
づ
れ
も
何
晏
集
解
本

二
〇
）

の
み
」
と
指
摘
し
て
い

る
よ
う
に
、
清
原
家
に
お
い
て
先
祖
傳
來
の

説
を
受
け

ぐ
者
は
、
ま
ず
『
論
語
集
解
』
の
抄
本
を
作
成
し
た
上
で
、
訓
點
を
そ
の
抄

本
に
書
き
加
え
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

訓
點
は
、
漢
字
の
音
を
説
明
す
る
音
注
の
役
割
を
果
た
す
も
の
と
文
法
機
能
や
意
味
を
説
明
す
る
義
注
の
役
割
を
果
た
す
も
の
と
に
大

別
さ
れ
る
。
以
下
、
こ
の
二
種
類
の
訓
點
に
即
し
て
、
清
原
家
に
お
け
る
傳
授
の
實
態
と
家
内
で
傳
え
ら
れ
た
點
本
に
對
し
て
宣
賢
が
ど

の
よ
う
な
態
度
で
臨
ん
だ
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

（
ロ
）
點
本
に
お
け
る
音
注
と
し
て
の
訓
點
と
『
經
典
釋
文
』
の
利
用

博
士
家
の
點
本
を
調
べ
る
と
、
隨
所
に
反
切
を
含
む
音
注
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
清
原
宣
賢
に
よ
る
永
正
九
年
（
一
五

一
二
）
の

書
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
永
正
本
」
と

さ
れ
る
『
論
語
集
解
』（
東
洋
文
庫
所
藏
。
請
求
番
號：

一
｜
Ｃ
｜
四
一
）
學
而
篇
の

首
章
を
例
に
取
る
と
、
經
文
「
不
亦
説
乎
」
の
「
説
」
字
の
左
旁
に
「
六
（＝

「
音
」
字
の
略
號
）
悦
」
と
あ
り
、
注
文
「
子
者
、
男
子

之
通

」
の
「

」
字
の
左
旁
に
「
尺
證
反
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
明
ら
か
に
陸
徳
明
『
經
典
釋
文
』
の
中
に
示
さ

れ
て
い
る
音
注
を
轉
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
足
利
衍
述
氏
は
、
博
士
家
が
經
書
の
音
を
定
め
る
場
合
の
規
則
を
幾
つ
か
推
定
し
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
、『
經
典
釋
文
』
を
重
要
な
依
據
と
し
て
い
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
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經
書
を
讀
む
と
き
は
、
必
ず
陸
徳
明
經
典
釋
文
所
定
の
音
に
よ
り
し
こ
と
な
り
。
こ
は
現
存
清
原
・
中
原
兩
家
の
諸
點
本
に
よ
り
て
、

明
に
し
ら
る
ゝ
な
り
。
是
等
諸
點
本
を

す
る
に
、
字
の
左
右
傍
、
或
は
欄
外
に
、
必
ず
釋
文
の
音
を
記
入

二
一
）

せ
り
。

足
利
氏
は
多
種
の
點
本
を
調
査
し
て
右
の
規
則
を

納
し
た
わ
け
で
あ
り
、
實
際
に
『
論
語
』
の
點
本
を
繙
い
て
み
る
と
、
全
面
に
わ

た
っ
て
『
釋
文
』
に
も
と
づ
く
音
注
が
文
字
の
左
旁
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
容
易
に
察
知
で
き
る
か
ら
、
そ
の
見
解
は
全
體
的
な
傾
向

と
し
て
は
首
肯
さ
れ
る
。
し
か
し
、
細
か
く
見
て
い
く
と
、
こ
の
結
論
に
は
修
正
・
補
足
す
べ
き
點
が
幾
つ
か
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

永
正
本
（
以
下
、
Ａ
本
）
に
近
い
頃
に
作
成
さ
れ
た
清
原
家
點
本
で
あ
る
清
原
枝
賢
抄
『
論
語
集
解
』（
京
都
大
學
清
家
文
庫
所
藏
本
。
請

求
番
號：

一
｜
六
六
｜
ロ
｜
五
。
以
下
Ｂ
本
）
を
も
と
に
そ
れ
ら
の
點
の
解
明
を
試
み
た
い
。

こ
の
二
種
の
點
本
は
、

書
に
よ
る
と
、
Ａ
本
は
宣
賢
の
訓
點
を
も
と
に
そ
の
孫
に
當
た
る
枝
賢
が
天
文
九
年
（
一
五
四
〇
）
に
作
成

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
に
對
し
て
、
Ｂ
本
は
清
原
枝
賢
抄
『
論
語
集
解
』
に
そ
の
父
業
賢
が
加
點
し
た
點
本
で
あ
り
、
天
文
八
年
（
一

五
三
九
）
に
で
き
あ
が
っ
た
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
宣
賢
の
訓
點
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
も
の
と
判

さ
れ
る
。
Ｂ
本
上

の

書
に
「
累
葉
之

點
、
不
漏
一
事
」
と
あ
る
の
を
額
面
通
り
に
受
け
取
る
と
、
先
行
す
る
點
本
の
訓
點
を
一
つ
も
落
と
す
こ
と
が
な
い
よ

う
に
轉
記
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
音
注
に
對
し
て
も
細
心
の
注
意
が
拂
わ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
果
た
し
て
實
際
は
ど
う
で
あ
る
か
、

以
下
に

討
を
加
え
て
行
く
こ
と
に
し
よ
う
。

①
『
釋
文
』
の
音
注
が
點
本
に
轉
記
さ
れ
て
い
な
い
事
例

ま
ず
『
釋
文
』
が
下
し
て
い
る
音
注
を
點
本
が
ど
の
程
度
取
り
込
ん
で
い
る
か
を
調
べ
る
こ
と
す
る
。
た
と
え
ば
『
論
語
』
學
而
篇
を

調
べ
る
と
、『
釋
文
』は
四
十
五
箇
所
に
音
注
を
下
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
中
、
Ａ
本
で
は
六
箇
所
、
Ｂ
本
で
は
七
箇
所
を
除
い
て
、
他
に
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は
全
て
『
釋
文
』
の
音
注
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
學
而
篇
は
か
な
り
採
用
率
が
高
い
部
分
で
あ
り
、
他
の
篇
も
同

に
轉
記
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
憲
問
篇
を
調
べ
る
と
、『
釋
文
』の
音
注
百
二
十
四
箇
所
の
中
、
未
記
入
の
箇
所
が
Ａ
本
で
は
百
十
八
、
Ｂ
本
で
は
百
十

三
に
上
り
、
ほ
と
ん
ど
轉
記
さ
れ
て
い
な
い
。

右
に
示
し
た
よ
う
に
『
釋
文
』
の
音
注
が
轉
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
少
な
く
な
い
こ
と
は
、「
字
の
左
右
傍
、
或
は
欄
外
に
、
必
ず
釋

文
の
音
を
記
入
せ
り
」
と
の
足
利
氏
の
論

が
正
確
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
る
と
、
經
典
の
字
音
を
定
め
る
際
、『
釋
文
』
が

絶
對
的
な
基
準
書
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か
疑
わ
し
く
な
っ
て
來
た
が
、
結
論
を
急
が
ず
、
他
の
事
例
を
調
べ
る
こ
と
に
す
る
。

②
點
本
と
釋
文
本
と
で
は
經
文
の
文
字
が
異
な
っ
て
い
る
の
に
、
同
じ
音
注
が
下
さ
れ
て
い
る
事
例

述
而
篇
「
子
曰
徳
之
不
脩
」
章
「
聞
義
不
能

」
句
の
「

」
字
に
對
し
て
、『
釋
文
』
は
「
思
爾
反
」
と
の
音
注
を
下
し
て
い
る
が
、

Ａ
本
も
Ｂ
本
も
こ
の
「

」
字
を
「
從
」
字
に
作
っ
て
い
る
に
も
關
わ
ら
ず
、
や
は
り
「
思
爾
反
」
と
同
じ
音
注
を
下
し
て
い
る
。
點
本

の
「
從
」
字
に
は
「
シ
タ
カ
フ
」
の
訓
が
附
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
加
點
者
は
「
從
」
字
を
誤
字
と
見
な
し
て
い
な
い
。
先
進
篇
「
子
曰
從

我
於
陳
蔡
者
」
章
な
ど
の
「
從
」
字
に
對
し
て
、『
釋
文
』
は
「
才
用
反
」
の
反
切
を
與
え
て
お
り
、
本
章
も
「

」
字
で
は
な
く
「
從
」

字
が
正
し
い
字
な
ら
、
同
じ
「
才
用
反
」
の
反
切
が
示
さ
れ
る
べ
き
が
、
實
際
に
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
加
點
者

の
漢
字
音
に
對
す
る
知
識
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

③
點
本
所
掲
の
音
注
が
『
釋
文
』
の
音
注
と
異
な
っ
て
い
る
事
例

子
路
篇
「
子
曰
如
有
王
者
」
章
の
「
王
」
字
に
對
し
て
、『
釋
文
』
は
「
于
況
反
」
の
音
注
を
下
し
て
お
り
、
Ａ
本
が
同
じ
音
注
を
下
し
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て
い
る
の
に
對
し
て
、
Ｂ
本
は
「
于
祝
反
」
と
音
注
を
下
し
て
い
る
。『
周
易
』
繫
辭
傳
下
「
古
者
包

氏
之
王
天
下
也
」
の
「
王
」
字
に

對
す
る
音
注
が
「
于
況
反
」
に
な
っ
て
い
る
の
を
始
め
、『
釋
文
』
全
體
を
通
し
て
「
王
」
字
に
對
す
る
同

の
反
切
が
散
見
す
る
が
、「
王
」

字
に
對
し
て
「
于
祝
反
」
の
音
注
が
與
ら
れ
て
い
る
例
は
無
い
。『
廣
韻
』
に
よ
る
と
、「
王
」
と
「
況
」
は
と
も
に
去
聲
「
漾
」
韻
に
屬

す
る
の
に
對
し
て
、「
祝
」
は
去
聲
「
宥
」
韻
、
も
し
く
は
入
聲
「
屋
」
韻
に
屬
す
る
。
か
く
て
、
Ｂ
本
の
反
切
が
誤
っ
て
い
る
こ
と
が
判

明
す
る
。

こ
の
事
例
は
、
二
つ
の
點
本
の
中
、
一
方
が
誤
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
兩
方
が
同

の
誤
り
を
犯
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
。
述
而

篇
「
子
不
語
怪
力

神
」
章
注
「
力
謂
若

盪
舟
烏
獲

千

之
屬
也
」
の
「

」
字
に
對
し
て
、『
釋
文
』
で
は
「
五
報
反
」
の
反
切
を

與
え
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
字
音
表
記
は
「
ガ
ウ
」
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
Ａ
本
と
Ｂ
本
の
い
ず
れ
も
「

」
の
左
旁
に
『
釋

文
』
の
反
切
を
示
さ
ぬ
ま
ま
、
右
旁
に
「
ト
ウ
」
と
字
音
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
字
音
表
示
は
明
ら
か
に
誤
っ
て
お
り
、
そ
の
誤
り
は
、

續
く
「
盪
」
字
に
對
す
る
『
釋
文
』
の
音
注
「
吐
浪
反
」
を
「

」
字
の
字
音
と
取
り
違
え
た
初
歩
的
な
ミ
ス
に
起
因
す
る
と
推
測
さ
れ

る
。

④
音
注
の
不
備
を
『
釋
文
』
を
利
用
し
て
補
っ
て
い
な
い
事
例

季
氏
篇
「
邦
君
之
妻
」
章
「
君

之
曰
夫
人
」
句
の
「

」
字
に
對
し
て
、『
釋
文
』
は
「
尺
證
反
、
下
同
」
と
の
音
注
を
下
し
て
い
る
。

Ａ
本
の
音
注
は
「
尺
反
」
と
な
っ
て
い
て
、
韻
母
を
示
す
た
め
の
反
切
下
字
「
證
」
が
落
ち
て
い
る
の
に
對
し
、
Ｂ
本
の
音
注
は
「
尺
・

反
」
と
な
っ
て
い
て
、「
尺
」
の
下
に
反
切
下
字
が
あ
る
筈
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
何
の
字
で
あ
る
か
が
不
明
な
た
め
に

「
・
」
を
補
う
に
と
ど
め
る
。
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加
點
者
が
も
し
『
釋
文
』
を
參
照
し
な
が
ら
音
注
を
轉
記
し
て
い
た
と
し
た
ら
、「
尺
」
字
の
下
に
一
字
脱
落
し
て
い
る
こ
と
に
す
ぐ
氣

づ
い
て
補
う
は
ず
だ
が
、
二
つ
の
點
本
に
お
い
て
そ
れ
が
修
正
さ
れ
ぬ
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
加
點
者
が
『
釋
文
』
を
參
照
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
上
紹
介
し
た
事
例
か
ら
、『
論
語
』
點
本
中
の
漢
字
音
が
『
釋
文
』
を
參
照
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
先
行
す
る
點
本
に
記
入

さ
れ
て
い
た
音
注
を
轉
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え『
釋
文
』に
記
入
さ
れ
て
い
る
音
注
が
點
本
に
記
入
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー

ス
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
す
る
と
、
博
士
家
の
經
書
講
讀
に
關
し
て
、「
必
ず
陸
徳
明
經
典
釋
文
所
定
の
音
に
よ
り
…
…
必
ず

釋
文
の
音
を
記
入
せ
り
」
と
説
明
し
て
い
た
足
利
氏
の
發
言
が
若
干
の
修
正
を
要
す
る
こ
と
は
、
明
白
で
あ
る
。
反
切
の
轉
記
ミ
ス
が
少

な
く
な
い
こ
と
か
ら
は
、
宣
賢
を
含
む
清
原
家
の
漢
字
音
に
對
す
る
理
解
力
の
不
足
が
看
取
さ
れ
る
が
、
清
原
家
の
中
で
、
先
行
點
本
の

音
注
を
移
點
し
續
け
て
い
た
こ
と
に
關
し
て
は
、
別
の

點
か
ら
そ
の
意
義
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑤
現
行
の
『
釋
文
』
本
文
に
は
無
い
音
注
や
正
し
い
音
注
が
記
入
さ
れ
て
い
る
事
例

述
而
篇
「
子
曰

而
識
之
」
章
の
「
識
」
字
に
對
し
て
、
現
行
の
『
釋
文
』
は
音
注
を
附
し
て
い
な
い
が
、
Ａ
本
・
Ｂ
本
の
い
ず
れ
も

「
音
志
、
又
如
字
」
と
音
注
を
與
え
て
い
る
。『
釋
文
』
に
お
い
て
、「
識
」
字
に
對
し
て
「
音
志
」
と
音
注
を
下
し
て
い
る
事
例
は
、『
周

禮
』
春
官
「
保
章
氏
」
注
「
志
、
古
文
識
、
識
記
也
」
の
「
識
」
字
に
對
す
る
音
注
が

げ
ら
れ
、
點
本
の
音
注
は
誤
っ
て
い
な
い
。

泰
伯
篇
「
子
曰
禹
吾
無
間
然
矣
」
章
の
「
間
」
字
に
對
し
て
、
現
行
の
『
釋
文
』
は
音
注
を
附
し
て
い
な
い
が
、
點
本
は
「
音
諫
、
注

同
」
の
音
注
を
附
し
て
い
る
。『
釋
文
』
に
お
い
て
、「
間
」
字
に
「
音
諫
」
と
音
注
を
下
し
て
い
る
事
例
は
、『
爾
雅
』
釋
言
「
間
、

也
」
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の
「
間
」
字
に
對
す
る
音
注
が

げ
ら
れ
、
こ
の
事
例
も
點
本
の
音
注
は
誤
っ
て
い
な
い
。

微
子
篇
「
周
有
八
士
」
章
「
仲
突
」
句
の
「
突
」
字
に
對
し
て
、
點
本
は
「
他

反
」
と
音
注
を
下
し
て
い
る
が
、
原
行
の
『
釋
文
』

に
は
こ
の
音
注
は
存
在
し
な
い
。「
突
」
字
に
對
し
て
全
く
同
じ
音
注
を
與
え
て
い
る
事
例
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、『
公
羊
傳
』
莊
公
二
十

一
年
「
鄭
伯
突
云
々
」
の
「
突
」
字
に
對
し
て
、『
釋
文
』
は
「
徒

反
」
と
の
音
注
を
下
し
て
お
り
、「
他
」
と
「
徒
」
は
同
一
の
聲
母

を
表
わ
し
て
い
る
か
ら
、
點
本
所
掲
の
音
價
は
『
釋
文
』
が
與
え
て
い
る
も
の
と
矛
盾
し
な
い
。

右
の
三
例
と
同

の
事
例
は
少
な
く
な
く
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
言
え
ば
、
い
ず
れ
の
場
合
も
措
辭
が
『
釋
文
』
の
音
注
の
形
式
と
同

で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
點
本
が
與
え
て
い
る
音
注
が
同
じ
文
字
に
對
す
る
『
釋
文
』
の
音
注
と
一
致
し
て
い
る
。
す
る
と
、
現
行
の
『
釋

文
』
か
ら
失
わ
れ
て
い
る
音
注
が
清
原
家
の
點
本
に
保
存
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
清
原
家
の
中
で
移
點
を
繰
り
返
す

中
に
、
先
に
紹
介
し
た
よ
う
な
書
き
誤
り
が
發
生
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
移
點
す
る
際
、
そ
の
時
々
に
通
行
し
て
い
る
『
釋
文
』
を
參
照

し
て
舊
來
の
音
注
を
修
正
す
る
、
と
い
っ
た
こ
と
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
點
本
に
は
『
釋
文
』
の
古
い
形
態
が
保
存
さ
れ
て
い
る
面

が
あ
る
と
も
言
え
る
。
公
冶
長
篇
「
子
謂
公
冶
長
、
可
妻
也
。
雖
在

之
中
」
の
一
段
の
「

」
字
に
對
す
る
音
注
は
、
そ
の
好
例
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
行
の
『
經
典
釋
文
』
は
、「

」
字
に
對
し
て
「
尤
追
反
」
と
の
音
注
を
下
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
聲
母

を
示
す
反
切
上
字
が
誤
っ
て
お
り
、
清
原
家
點
本
の
音
注
「
力
追
反
」
が
正

二
二
）

し
い
。

清
原
家
點
本
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
字
音
表
記
が
持
つ
學
術
上
の
價
値
の
高
さ
に
つ
い
て
、
坂
井
健
一
氏
は
、
本
稿
で
用
い
た
も
の
と

は
異
な
る
三
種
の
清
原
家
の
點
本
に
對
し
て
詳
細
な
調
査
を
加
え
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

年
代
的
に
は
、
通
行
本
よ
り
は
、
よ
り
古
く
、
か
つ
原
本
型
に
よ
り
近
い
も
の
を
傳
え
存
し
て
い
る
こ
と
が
、
判
明
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
、
さ
ら
に
分
析
總
合
し
て
、
通
行
本
へ
の
校
合
資
料
と
し
、
ひ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
孤
立
的
だ
っ
た
《
論
語
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釋
文
》
の
、
幅
廣
く
深
い
校
訂
補
修
へ
の
有
力
な
、
そ
し
て
よ
り
古
く
、
よ
り
原
本
型
的
な
、
確
實
適
切
の
一
資
料
と
し
て
、
認
定

す
る
こ
と
が
出
來

二
三
）

よ
う
。

坂
井
氏
が
屬
す
る
經
典
釋
文
綜
合
研
究
論
語
釋
文
班
（
日
本
大
學
文
理
學
部
中
國
文
學
研
究
室
。
代
表：

内
野
熊
一
郎
）
に
よ
っ
て
刊

行
さ
れ
た
『
對
校
論
語
釋
文
集
成
』（
汲
古
書
院
、
一
九
七
〇
年
）
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
に
も
と
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ

の
中
に
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
清
原
家
點
本
を
含
む
六
種
の
『
論
語
釋
文
』
の
對
校
資
料
が
一

で
き
る
よ
う
に
圖
表
化
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
該
書
が
行
な
っ
て
い
る
の
は
資
料
の
提
示
ま
で
で
あ
り
、
提
示
さ
れ
て
い
る
資
料
に
も
と
づ
く
現
行
『
經
典
釋
文
』
に
對
す
る

校
勘
作
業
ま
で
は
實
施
し
て
い
な
い
。

『
經
典
釋
文
』
を
校
勘
し
た
代
表
的
な
著
作
の
一
つ
と
し
て
、
清
代
諸
名
家
に
よ
る
『
經
典
釋
文
』
校
本
等
を
も
と
に
黄

が
編
纂
し
た

『
經
典
釋
文
彙
校
』が

げ
ら
れ
る
。
同
書
は
日
本
の
經
學
關
係
書
ま
で
を
も
取
材
範
圍
に
含
ん
で
お
り
、
た
と
え
ば

二
十
四
に
は
、
清

原
家
家
傳
の
點
本
に
も
と
づ
く
正
平
版
が
對
校
資
料
の
一
つ
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
も

二
四
）

の
の
、
清
原
家
點
本
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
『
經

典
釋
文
』
の
字
音
表
記
ま
で
は
參
照
し
て
お
ら
ず
、
今
後
、
黄
氏
の
仕
事
を

承
し
て
『
經
典
釋
文
』
を
校
勘
す
る
際
に
は
、
清
原
家
諸

點
本
所
掲
の
字
音
表
記
を
參
照
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
ハ
）
清
原
家
と
「
漢
音
」

點
本
所
引
『
釋
文
』
に

討
を
加
え
る
こ
と
で
、
清
原
家
と
『
釋
文
』
の
關
係
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
經
典
の
字
音
を

定
め
る
に
當
た
っ
て
基
本
的
に
『
釋
文
』
に
依
存
し
て
い
る
が
、『
釋
文
』
の
音
注
が
全
て
點
本
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
譯
で
は
な
い
こ
と
。

次
に
、『
釋
文
』
の
音
注
を
書
き
込
む
際
、『
釋
文
』
自
體
を
參
照
し
て
お
ら
ず
、
先
行
點
本
に
既
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
音
注
を
轉
記
し
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て
い
る
が
、
轉
記
の
際
に
脱
落
し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
や
誤
記
が
少
な
く
な
い
こ
と
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
經
書
音
讀
の
際
、『
釋
文
』を

絶﹅
對﹅
的﹅
な﹅
基
準
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
物
語
る
。
た
だ
、

討
を
加
え
た
點
本
二
種
は
、
い
ず
れ
も
室
町
時
代
（
一
三
三
六

〜
一
五
七
三
）
後
期
に
屬
す
る
も
の
で
あ
り
、
當
時
と
點
本
が
作
成
さ
れ
始
め
た
時
期
と
で
『
釋
文
』
の
音
注
が
持
つ
重
要
性
が
同

で

あ
っ
た
と
は
限
ら
な
い
。

大
學
寮
は
七
世
紀
後
半
に
創
設
さ
れ
て

二
五
）

お
り
、
唐
の
貞

初
年
（
六
二
七
）
頃
に

し
た
陸

二
六
）

徳
明
が
編
纂
し
た
『
經
典
釋
文
』
は
、
音

博
士
が
同
時
代
の
正
確
な
中
國
音
に
從
っ
て
經
典
の
音
讀
を
指
導
す
る
た
め
の
基
準
書
と
し
て
の
役
割
を
十
分
に
果
た
し
得
た
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、『
釋
文
』の
音
注
が
い
ず
れ
中
國
内
に
お
け
る
漢
字
音
の
變
化
に
對
應
で
き
な
く
な
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
こ
と
に
加
え

て
、
寛
平
六
年
（
八
九
六
）
に
遣
唐
使
が
廢
止
さ
れ
て
か
ら
は
、『
釋
文
』
の
音
注
に
從
っ
て
中
國
音
を
指
導
で
き
る
人
材
が
得
難
く
な
っ

た
。
す
る
と
、
經
典
の
音
讀
と
そ
の
際
に
依
據
さ
れ
た
『
釋
文
』
の
重
要
性
は
時
を
追
う
毎
に
低
下
し
て
行
っ
た
に
相
違
な
い
。
前
項
で

取
り
上
げ
た
事
例
の
多
く
は
そ
の
例
證
に
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
さ
す
れ
ば
今
度
は
、
そ
の
よ
う
な
情
勢
の
變
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
釋

文
』
の
音
注
が
點
本
に
記
入
さ
れ
續
け
た
の
は
な
ぜ
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
て
く
る
。
以
下
、
そ
の
疑
問
に
答
え
る
た
め
、
日
本
に
於

け
る
漢
字
音
の
變
遷
と
清
原
家
の
關
係
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

日
本
語
の
漢
字
音
に
は
、
呉
音
・
漢
音
・
唐
音
等
の
別
が
あ
り
、
各
々
の
相
違
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
音
が
日
本
に
流
入
し
た
時
期
の
違
い

に
起
因
す
る
。
こ
れ
ら
の
中
、
主
要
な
音
は
呉
音
と
漢
音
で
あ
る
。
ま
ず
漢
音
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
、
こ
れ
は
遣
唐
使
や
入
唐
僧
等
が

も
た
ら
し
た
中
國
音
を
日
本
語
の
音
韻
體
系
に
適
合
す
る
よ
う
に
改
め
た
字
音
で
あ
る
。
通
説
に
よ
れ
ば
、
唐
代
長
安
音
に
も
と
づ
き
、

『
切
韻
』系
の
韻
書
の
音
に
基
本
的
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
説
明
か
ら
外
れ
る
事
象
も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
通
説
に
對
す
る

見
直
し
も
行
な
わ
れ
て

二
七
）

い
る
。
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呉
音
は
、
漢
音
が
流
入
す
る
前
に
日
本
に
お
い
て
定
着
し
て
い
た
漢
字
音
で
あ
り
、
基
と
な
っ
た
音
が
六
朝
期
の
南
方
呉
地
方
の
方
言

音
に
比
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
馬
淵
和
夫
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
に
最
初
に
漢
字
音
を
傳
え
た
の
は
百
濟
か
ら

派
遣
さ
れ
て
來
た
五
經
博
士
や
僧
侶
た
ち
で
あ
り
、
彼
ら
が
經
典
を
讀
む
際
に
は
中
國
の
標
準
音
に
從
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
は
中
國

の
北
方
を
經
由
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
音
で

二
八
）

あ
る
。
大
島
正
健
氏
に
よ
る
と
、
そ
も
そ
も
、
隋
に
統
一
さ
れ
る
前
の
南
北
の
兩
音
は
、
漢
魏

音
を
基
と
す
る
同
系
統
の
音
で
あ
っ
て
、
兩
者
の
間
に
は
後
世
の
よ
う
な
懸
隔
は
生
じ
て
い
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
、「
呉
音
」と
い
う
よ

り
は
む
し
ろ
「
古
音
」
と

す
べ
き
も
の
で

二
九
）

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
漢
音
」
と
「
呉
音
」
は
、
流
入
し
て
來
た
時
期
の
相
違
に
よ
っ
て
二
層
に
分
け
ら
れ
る
日
本
の
漢
字
音
の
體
系
で
あ
り
、

沼
本
克
明
氏
の
概
括
に
よ
る
と
、
た
と
え
ば
以
下
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
。（
ａ
）入
聲
字
の
促
音
化：

呉
音
に
は
多
發
し
、
漢
音
に
は
殆

ど
起
こ
ら
な
い
。（
ｂ
）
連
濁：

呉
音
に
は
多
く
、
漢
音
に
は
殆
ど
存
在
し
な
い
。（
ｃ
）
聲
調
變
化：

呉
音
に
は
去
聲
↓
入
聲
の
聲
調
變

化
が
あ
る
が
、
漢
音
に
は
聲
調
變
化
は
見
ら
れ

三
〇
）

な
い
。

平
安
時
代
以
後
、
漢
字
の
中
に
は
呉
音
と
漢
音
の
二
音
が
存
在
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
二
音
併
存
の
状
況
を
統
一
し
よ
う
と
い
う

動
き
が
見
ら
れ
た
。
桓
武
天
皇
が
延
暦
十
一
年
（
七
九
二
）
に
下
し
た
詔
「
明
經
之
徒
、
不
可
習
呉
音
。
發
聲
誦
讀
、
既
致
訛
謬
。
熟
習

漢
音
」（『
日
本
紀
略
』
前
篇
十
三
）
に
よ
っ
て
、
大
學
寮
の
明
經
道
で
漢
音
に
從
う
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
、
儒
家
の
經
典
を
始
め

と
す
る
漢
籍
を
漢
音
で
讀
む
よ
う
に
規
定
し
た
こ
と
に
な
る
。
つ
い
で
翌
年
四
月
の
詔
「
自
今
以
後
、
年
分
度
者
、
非
習
漢
音
、
勿
令
得

度
」（
同
）
に
よ
っ
て
、
毎
年
人
數
を
限
っ
て
得
度
を
許
さ
れ
る
「
年
分

三
一
）

度
者
」
に
對
し
て
、
漢
音
を
修
得
し
て
い
な
い
者
に
得
度
を
許
可

せ
ぬ
よ
う
に
し
た
こ
と
は
、
佛
者
に
ま
で
漢
音
遵
守
を
義
務
づ
け
た
こ
と
に
な
る
。

實
際
の
と
こ
ろ
、
佛
典
は
長
年
に
わ
た
っ
て
呉
音
で
讀
み
續
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
勘
案
さ
れ
、
佛
者
に
對
し
て
は
後
に
例
外
規
定
が
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設
け
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
結
局
、
儒
家
經
典
を
始
め
と
す
る
漢
籍
は
「
漢
音
」
で
讀
み
、
佛
典
や
法
律
關
係
書
は
「
呉
音
」
で
讀
む
、

と
い
う
區
分
が
定
着

三
二
）

し
た
。
か
よ
う
な
流
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
明
經
博
士
家
た
る
清
原
家
が
漢
音
に
從
っ
て
經
典
の
文
字
を
讀
ん
だ
こ
と

は
容
易
に
推
測
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
推
測
は
現
存
の
諸
點
本
中
の
訓
點
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
る
。

經
書
を
漢
音
に
從
っ
て
音
讀
す
る
こ
と
と
『
釋
文
』
の
利
用
と
の
關
係
を
解
明
す
る
手
が
か
り
に
な
る
の
が
、
沼
本
克
明
氏
に
よ
る
研

究
で
あ
る
。
沼
本
氏
は
、
平
安
中
期
點
本
『
古
文
尚
書
』
に
加
え
ら
れ
て
い
る
音
注
に
つ
い
て
、
通
志
堂
本
『
釋
文
』
の
音
注
と
比
較
し
、

全
二
百
七
十
三
條
中
の
二
百
五
條
が
一
致
す
る
事
實
を
確
認
し
た
上
で
、

り
の
六
十
八
條
に
つ
い
て
、
現
存
す
る
唯
一
の
唐
抄
本
『
釋

文
』
で
あ
る
敦
煌
本
の
音
注
と
比
較
し
、
そ
の
大
半
が
基
本
的
に
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
點
本
に
加
え
ら
れ
て
い
る
音
注
が
『
釋
文
』
の

原
初
形
に
近
い
も
の
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と
を
實
證
し
た
。
そ
の
上
で
小
林
芳
規
氏
の

三
三
）

見
解
に
も
と
づ
い
て
、
こ
の
點
本
が
平
安
中
期
の

大
學
寮
に
お
け
る
經
書
講
説

講
の
跡
を
留
め
た
も
の
だ
と
推

し
て

三
四
）

い
る
。

沼
本
氏
が
取
り
上
げ
て
い
る
點
本
は
、
延
暦
十
一
年
に
下
さ
れ
た
漢
音
勵
行
の
詔
の
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
點
本
に
加

え
ら
れ
て
い
る
音
注
が
『
釋
文
』
を
引
き
寫
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
經
道
に
お
い
て
『
釋
文
』
の
音
注
が
經
典
を
漢
音
に
從
っ

て
音
讀
す
る
た
め
の
一
つ
の
基
準
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
沼
本
氏
に
よ
る
と
、
漢
音
は
、「
そ
の
學
習
傳
承
に
『
反
切
』
が
積
極
的
な

意
味
を
持
っ
て
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら

三
五
）

れ
る
」
も
の
で
あ
り
、『
釋
文
』
を
始
め
と
す
る
「
反
切
」
資
料
が
あ
っ
て
こ
そ
、
そ
の

音
が
變
わ
ら
ぬ
ま
ま

承
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、『
釋
文
』の
重
要
性
が
低
下
し
始
め
て
か
ら
も
、
清
原
家
が
そ
の
點
本
に『
釋
文
』

の
音
注
を
書
き
込
ん
で
漢
音
護
持
の
態
度
を
維
持
し
續
け
た
の
は
、
家
説
の
正
當
性
を
誇
示
す
る
意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
清
原
家
の
家
説
を
受
け

い
だ
者
が
次
の
よ
う
な
理
由
を
示
し
て
漢
音
に
從
っ
て
漢
籍
を
讀
む
こ
と
を
主
張
す
る
の
は
、

そ
の
よ
う
な
心
理
的
背
景
に
も
と
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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呉
カ
日
本
へ
近
イ
程
ニ
呉
音
ガ
早
ウ
渡
テ
、
日
本
人
ガ
云
コ
ト
皆
呉
音
ナ
リ
。
文
書
ハ
漢
ノ
世
ニ
傳
タ
ル
ニ
依
テ
、
漢
音
ニ
ヨ
ム
ソ
。

（『
論
語
私
抄
』
公
冶
長
「
子
張
問
曰
、
令
尹
子
文
」
章
）

中
國
の
文
書
が
漢
代
に
傳
わ
っ
た
と
い
う
理
由
を
つ
け
て
、
漢
音
に
從
っ
て
讀
む
こ
と
を
正
當
化
す
る
の
は
、
強
辯
に
過
ぎ
な
い
。
漢

音
の
「
漢
」
は
、
漢
詩
の
「
漢
」
等
と
同

、
日
本
に
と
っ
て
「
中
國
」
の
別

に
過
ぎ
ず
、
朝
代
の
「
漢
」
と
は
無
關
係
だ
か
ら
で
あ

る
。
呉
音
が
早
く
傳
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
多
く
の
人
々
の
會
話
の
中
で
は
、
呉
音
が
自
然
と
口
に
上
っ
て
い
た
の
で

三
六
）

あ
り
、
そ
の
よ

う
な
状
況
の
下
で
漢
音
の
優
位
性
を
主
張
す
る
に
は
お
の
ず
と
無
理
が
伴
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
右
に
引
い
た
『
論
語
私

抄
』（『
魯

三
七
）

論
抄
』）
は
清
原
家
『
論
語
抄
』
の
一
で
あ
る
が
、
宣
賢
の
抄
物
と
見
な
す
論
者
と
そ
れ
を
否
定
す
る
論
者
が
お
り
、
ま
だ
論
定

を
見
て
い

三
八
）

な
い
。

（
ニ
）
點
本
に
お
け
る
義
注
と
し
て
の
訓
點

こ
こ
ま
で
は
清
原
家
の
點
本
に
加
え
ら
れ
て
い
る
訓
點
の
中
、
音
注
の
役
割
を
果
た
す
も
の
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
の
で
、
以
下
、
文

字
の
意
味
や
文
法
的
機
能
を
確
定
す
る
役
割
を
果
た
す
義
注
と
し
て
の
訓
點
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
『
論
語
』
點
本
の
形
態
に
つ
い
て
概

す
る
と
、
日
本
に

存
す
る
『
論
語
』
の
古
寫
本
は
『
集
解
』
本
が
多
く
を
占
め
、
阿
部

隆
一
氏
が
實
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
、
何
晏
『
集
解
』
は
、
不
全
本
を
含
め
る
と
九
十
種
が
傳
存
し
て

三
九
）

い
る
。
足
利
衍
述
氏
が
「
清
家
の

論
語
家
本
は
集
解
本

四
〇
）

な
り
」
と
説
い
て
い
る
よ
う
に
、
清
原
家
の
『
論
語
』
は
、『
集
解
』
に
加
點
し
た
も
の
が
傳
承
さ
れ
た
。
阿
部
氏
が

列

し
て
い
る
九
十
種
の
『
集
解
』
古
抄
本
の
中
、
少
な
く
と
も
二
十
一
種
が
清
原
家
の
點
本
で
あ
る
。

清
原
家
の
點
本
が
『
集
解
』
に
加
點
し
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
當
然
の
こ
と
な
が
ら
、『
論
語
』
本
文
に
對
す
る
訓
點
に
は
『
集
解
』
の
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解
釋
が
反
映
し
て
い
る
。
先
に
取
り
上
げ
た
清
原
枝
賢
抄
『
論
語
集
解
』
を
例
に
取
る
と
、
爲
政
篇
「
子
曰
、
温
故
而
知
新
」
章
の
「
温
」

字
に
つ
い
て
、
點
本
は
「
タ

四
一
）

ツ
ヌ
」
の
訓
を
與
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
『
集
解
』
の
「
温
、
尋
也
」
の
訓

に
從
っ
た
訓
で
あ

る
。
ま
た
、

淵
篇
「
子
曰
片
言
可
以
折
獄
者
」
章
「
子
路
無
宿
諾
」
句
の
「
宿
」
字
に
對
し
て
、
點
本
は
「
ア
ラ
カ
シ
メ
」
の
訓
を
與

え
て
い
る
の
は
、『
集
解
』
の
「
宿
猶
豫
也
」
の
訓

に
從
っ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
點
本
中
の
全
て
の
訓
に
つ
い
て
、『
集
解
』に
同

の
訓

を
確
認
す
る
こ
と
が
出
來
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
學
而

篇
「
子
曰
君
子
不
重
則
不
威
」
章
「
學
則
不
固
」
句
の
「
固
」
字
に
對
し
て
、
點
本
は
左
訓
と
し
て
「
ア
タ
ル
」
の
訓
を
與
え
て
い
る
。

こ
の
「
ア
タ
ル
」
の
訓

の
本
づ
く
所
を
考
え
て
み
る
と
、『
集
解
』
に
は
「
固
、
弊
也
。
一
曰
、
言
人
不
能
敦
重
、
既
無
威
嚴
、
學
又
不

能
堅
固
識
其
義
理
」
と
あ
っ
て
「
オ
ホ
フ
」
の
訓

を
與
え
て
お
り
、
別
に
「
カ
タ
シ
」
と
讀
む
説
を
紹
介
す
る
に
と
ど
ま
る
。
こ
れ
ら

の
『
集
解
』
の
訓

や
解
釋
か
ら
、「
ア
タ
ル
」
の
訓
を
導
き
出
す
の
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
『
義
疏
』
を
見
る
と
、「
侃
案
、
孔
訓
固

爲
蔽
、
蔽
猶
當
也
」
と
あ
り
、
何
晏
の
「
固
、
弊
也
」
の
訓

に
再
度
訓

を
下
す
形
で
「
當
」
の
訓
を
與
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
清
原
家
の
點
本
は
『
義
疏
』
の
解
釋
に
從
っ
て
訓
を
附
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

も
う
一
つ
例
を

げ
て
み
よ
う
。
子
路
篇
「
子
曰
南
人
有
言
」
章
「
不
恆
其
徳
、
或
承
之
羞
」
句
の
「
或
」
字
に
對
し
て
、
點
本
は
「
ツ

ネ
」
の
訓
を
與
え
て
い
る
。『
集
解
』
は
「
言
徳
無
常
則
羞
辱
承
之
也
」
と
説
く
だ
け
で
、「
或
」
字
に
對
し
て
特
に
解
釋
を
與
え
て
い
な

い
。『
義
疏
』
を
見
る
と
、「
或
、
常
也
」
の
訓

が
あ
る
か
ら
、「
ツ
ネ
」
の
訓
が
こ
れ
に
本
づ
い
て
い
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。

清
原
家
の
『
論
語
』
解
釋
は
、
基
本
的
に
古
注
で
あ
る
何
晏
『
集
解
』
や
皇
侃
『
義
疏
』
の
解
釋
に
依
據
し
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
場

合
、
點
本
と
同
じ
訓
が
古
注
に
認
め
ら
れ
る
。
武
内
義
雄
氏
は
、
點
本
の
訓
の
状
況
か
ら
鎌
倉
以
前
に
お
け
る
國
内
の
『
論
語
』
解
釋
の

實
態
を
以
下
の
よ
う
に
推
測
し
て
い
る
。
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現
存
す
る
古
鈔
本
の
論
語
は
い
づ
れ
も
何
晏
の
集
解
本
を
皇
侃
の
義
疏
に
よ
つ
て
訓
讀
し
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
か
ら
、
鎌
倉
以
前

に
お
け
る
我
國
の
論
語
の
學
問
は
何
晏
集
解
を
皇
侃
に
よ
つ
て
讀
ん
で
ゐ
た
程
度
の
も
の
と
考
へ
て
よ
い
で
あ

四
二
）

ら
う
。

武
内
氏
の
見
解
は
恐
ら
く
正
鵠
を
射
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
古
注
を
祖
述
す
る
に
終
始
す
る
よ
う
な
『
論
語
』
解
釋
を

續
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
國
内
に
お
い
て
皇
侃
『
義
疏
』
が
失
わ
れ
る
こ
と
な
く
傳
承
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
書
物
は
中
國
で
は
南
宋
期
に

失
四
三
）

わ
れ
、
や
が
て
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
に
根
本
遜
志
（
一
六
九
九
〜
一
七
六
四
）
が
校
訂
出
版
し
た
本
が
中
土
に
逆
輸
入
さ
れ
、『
四

庫
全
書
』『
知
不
足
齋
叢
書
』
に
著
録
さ
れ
る
な
ど
清
代
の
學
界
か
ら

迎
を
受
け
た
こ
と
は
廣
く
知
ら
れ
て
い
る
。

皇
侃
『
義
疏
』
は
、
何
晏
『
集
解
』
の
再
注
釋
書
の
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
分
量
の
面
で
『
集
解
』
を
遙
か
に
凌
駕
す
る
の
み
な

ら
ず
、
字
義
解
釋
の
面
で
も
、『
集
解
』が
解
釋
を
施
し
て
い
な
い
箇
所
に
解
説
を
加
え
て
い
た
り
、
先
に
例
示
し
た
よ
う
に
既
に
解
釋
が

施
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
對
し
て
、
別
の
解
釋
を
提
示
す
る
場
合
も
あ
る
。
日
本
の
明
經
博
士
家
が
『
論
語
』
の
全
面
に
わ
た
っ
て
古
注
に

從
っ
た
訓
點
を
施
す
に
は
、
何
晏
『
集
解
』
に
よ
る
だ
け
で
は
不
足
で
あ
り
、『
義
疏
』
が

存
し
て
い
た
こ
と
で
始
め
て
可
能
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

清
原
家
に
お
い
て
「
古
點
」、
す
な
わ
ち
古
い
家
本
に
記
入
さ
れ
て
い
た
訓
點
が
權
威
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
後
に
取
り
上
げ
る
『
論

語
抄
』
を
讀
む
こ
と
で
了
解
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
八

篇
「
子
曰
周
監
於
二
代
」
章
「
周
監
於
二
代
」
句
の
訓
讀
を
調
べ
て
み
る
と
、

清
原
家
の
諸
點
本
は
、
い
ず
れ
も
「
周
ヲ
二
代
ニ
監
ミ
」
と
訓
じ
て
い
る
。
宣
賢
は
清
原
家
『
論
語
抄
』
の
一
た
る
『
論
語

塵
』
の
中

で
、
こ
の
訓
讀
に
對
し
て
異
議
を
唱
え
て
い
る
。

「
周
ヲ
」
ト
ヨ
マ
ハ
、「
監
」
ノ
字
ノ
下
ニ
「
周
」
ノ
字
ア
ル
ヘ
シ
。
此
ニ
「
監
」
ノ
字
ノ
上
ニ
「
周
」
ノ
字
ア
リ
。「
周
ハ
」
ト
ヨ
ム

ヘ
キ
ニ
誤
レ
リ
ト
云
。
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「
周
ヲ
二
代
ニ
監
ミ
」
と
訓
讀
す
る
と
、「
周
」
が
「
監
」
の
目
的
語
に
な
り
、
そ
の
場
合
、「
周
」
字
が
「
監
」
字
の
下
に
來
な
く
て
は

な
ら
な
い
が
、
實
際
の
語
順
は
「
周
」
字
が
「
監
」
字
の
上
に
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
「
周
」
が
主
語
、「
監
」
が
動
詞
で
あ
る
こ
と
を
意

味
す
る
か
ら
、「
周
ハ
二
代
ニ
監
ミ
」
と
訓
讀
す
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
る
後
、
點
本
の
訓
讀
に
關
し
て
、「
但
古
點
也
。
改
ム

ヘ
カ
ラ
ス
」
と
述
べ
、「
古
點
」
で
あ
る
か
ら
誤
ま
っ
て
い
て
も
改
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

宣
賢
が
「
古
點
ハ
正
義
ト
疏
ト
カ
日
本
ヘ
渡
ラ
サ
ル
以
前
ニ
點
ス
」（『

塵
』
子
罕
篇
「

淵

然
歎
曰
」
章
）
と
述
べ
て
い
る
の
を

踏
ま
え
る
と
、「
古
點
」
は
、『
正
義
』
が
日
本
に
到
來
す
る
前
に
施
さ
れ
た
も
の
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
由
緒
あ
る
「
古

點
」
は
、
家
學
の
權
威
を
維
持
す
る
た
め
の
要
件
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
明
ら
か
に
誤
っ
て
い
る
と
判

さ
れ
る
部
分
に

關
し
て
も
、
改
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
中
國
に
お
け
る
朱
子
學
の
發
生
は
、
日
本
の
學
界
に
も
次
第
に
影
響
を
及
ぼ
し
始
め
、
學
術
動
向
の
變
化
は
訓
點
に
も
反

映
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
問
題
を
本
格
的
に
扱
っ
た
呉
美
寧
氏
に
よ
る
と
、
前
掲
正
和
本
の
訓
點
に
朱
熹
『
集
注
』
の
解
釋
の
影
響

が
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
郷
黨
篇
「
入
公
門
鞠
躬
如
也
」
章
「
屛
氣
似
不
息
者
」
句
の
「
屛
」
字
に
對
し
て
、
正
和
本
は
二
通
り
の

訓
を
附
し
て
お
り
、「
屛
」
字
の
右
側
に
附
さ
れ
た
正
訓
は
「
シ
リ
ソ
ク
」
に
な
っ
て
い
て
、
こ
の
訓
は
『
義
疏
』
の
「
屛
、

除
貌
也
」

の
訓

に
從
っ
た
も
の
と
判

さ
れ
る
。
た
だ
、「
屛
」
字
に
は
「
カ
ク
ス
」
と
い
う
左
訓
も
附
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
左
訓
が
朱
熹
『
集
注
』

の
「
屛
、
藏
也
」
と
い
う
訓

と
一
致
し
て
い
る
か
ら
、
正
和
本
は
新
注
の
訓

も
採
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で

四
四
）

あ
る
。

呉
氏
は
正
和
本
を
含
む
清
原
家
點
本
七
種
に
お
け
る
新
注
の
採
用
状
況
を
丹
念
に
調
査
し
た
が
、
い
ず
れ
の
版
本
も
新
注
に
よ
る
訓
が

確
認
で
き
る
の
は
數
例
に
と
ど
ま
っ
て

四
五
）

い
る
。
す
る
と
、
點
本
を
見
る
限
り
、
清
原
家
の
學
問
に
對
す
る
宋
學
の
影
響
は

微
で
あ
る
か

に
見
え
る
。
し
か
し
、
清
原
家
の
學
問
は
、
點
本
に
加
え
て
抄
物
を
併
せ
見
て
、
始
め
て
そ
の
全
貌
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
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考
え
ら
れ
る
の
で
、
即

は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、

討
の
對
象
を
清
原
家
の
抄
物
に
移
す
こ
と
に
し
よ
う
。

四
、
清
原
家
の
『
論
語
』
解
釋
書
（
二
）
｜

抄
物
｜

（
イ
）
抄
物

「
抄
物
」は
、
室
町
時
代
中
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
の
間
に
、
博
士
家
の
學
者
や
京
都
五
山
の
禪
僧
な
ど
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
漢
籍
や
佛

典
な
ど
の
講
釋
を

講
者
が
書
き
取
っ
た
「
聞
書
」、
そ
れ
に
講
義
者
の
草
稿
た
る
「
手
控
え
」
を
指
す
。
そ
の
文
體
が
口
語
體
で
あ
る
た

め
、
當
時
の
口
語
語
彙
や
語
法
を
研
究
す
る
上
で
の
有
益
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

儒
家
の
經
典
の
抄
物
の
中
で
傳
存
す
る
本
の
種
類
が
最
も
多
い
の
は
『
論
語
』
で
あ
り
、
そ
の
大
半
が
阿
部
隆
一
に
よ
っ
て
實
地
調
査

さ
れ
て
い
る
。
調
査
の
成
果
は
「
室
町
以
前
邦
人
撰
述
論
語
孟
子
注
釋
書

四
六
）

（
上
）」
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
各
本
に
對
す
る
書
誌
的
な
解

説
が
な
さ
れ
て
い
る
。
阿
部
氏
の
研
究
成
果
を
整
理
す
る
と
と
も
に
『
論
語
抄
』
諸
本
の
影
印
状
況
を
含
む
獨
自
の
調
査
結
果
を
補
足
し

た
目
録
と
し
て
、
柳
田
征
司
「
抄
物
目
録
稿
（
原
典
漢
籍
經
部
二

四
書
・

四
七
）

小
學
）」
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、『
論
語
』

の
抄
物
は
二
十
五
種
、
八
十
二
點
の
傳
存
が
確
認
で
き
る
。
現
存
す
る
清
原
家
の
『
論
語
抄
』
中
で
最
も
古
い
の
は
、
清
原
良
賢
と
比
定

さ
れ
て
い
る
講
者
の
講
釋
を
應
永
二
十
七
年
（
一
四
二
〇
）
に

光
天
皇
が
そ
の
第
一

の
部
分
を
書
き
記
し
、

り
の
部
分
を
五
條
爲

綱
が
書
き
記
し
た
『
論
語
抄
』
十

五

、
通

「
應
永
本
」
で

四
八
）

あ
る
。
こ
れ
を
始
め
と
し
て
、
清
原
家
に
關
わ
る
抄
物
と
し
て
十
種
四

十
一
點
が
今
に
傳
わ
る
。

宣
賢
の
『
論
語
抄
』
は
、
柳
田
氏
が
「
清
原
宣
賢
抄
論
語

塵
」
と
分
類
し
て
い
る
『
論
語

塵
』（
一
名
『
論
語

抄
』。
蓬
左
文
庫

― ―86

清
原
家
の
『
論
語
』
解
釋



ほ
か
所
藏
）
が
六
點
現
存
し
て
い
る
。
内
容
の
多
く
を
諸
書
か
ら
の
節
録
が
占
め
、
か
つ
節
録
部
分
の
文
章
が
基
本
的
に
原
文
に
返
り
點

を
施
し
た
だ
け
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
宣
賢
が
『
論
語
』
の
講
釋
を
す
る
た
め
に
準
備
し
た
手
控
え
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

宣
賢
は
書
名
に
「

塵
」
の
二
字
を
含
む
書
物
を
他
に
著
し
て
お
り
、
た
と
え
ば
『
毛
詩

塵
』
に
つ
い
て
は
、
木
田
章
義
氏
が
「
講
義

に
必
要
な
、
解
釋
や
典
據
と
な
る
文
を
集
め
た
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
『
手
控
え
』
で

四
九
）

あ
る
」
と
解
説
し
て
お
り
、『
論
語

塵
』
も
同
じ
性

格
の
書
物
と
見
る
の
が
妥
當
で
あ
る
。
な
お
、
宣
賢
に
近
い
時
期
に
著
さ
れ
た
『
論
語
』
の
抄
物
と
し
て
、
柳
田
氏
が
「
清
原
宣
賢
（
？
）

講
某
聞
書
論
語
私
抄
」
に
分
類
し
て
い
る
『
論
語
私
抄
』（『
魯
論
抄
』）
も
九
點
現
存
す
る
。

（
ロ
）『
論
語
』
の
基
本
構
造
と
『

塵
』

『
論
語

塵
』（
以
下
、『

塵
』
と
略

）
を
見
る
と
、
冒
頭
に
お
い
て
孔
子
の
略
歴
や
生
卒
年
等
に
關
す
る
講
説
を
進
め
た
後
、
何
晏

「
集
解
序
」を
一
句
ず
つ
丁
寧
に
講
じ
て
お
り
、
し
か
る
後
、
學
而
篇
第
一
か
ら
堯
曰
篇
第
二
十
ま
で
の
本
文
の
講
義
に
移
っ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
講
義
の
際
に
用
い
た
テ
キ
ス
ト
が
『
集
解
』
本
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
し
か
し
、
内
容
の
解
説
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
皇

侃
『
義
疏
』
を
中
心
に
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、『
論
語
』
の
基
本
構
造
、
す
な
わ
ち
編
纂
状
況
、
各
篇
の
配
列
順
序
、
各
章
の

主
旨
な
ど
の
説
明
に
際
し
て
、『
義
疏
』の
解
釋
が
深
く
關
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
點
に
つ
い
て
論
じ

る
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
、『
論
語
』
の
編
纂
状
況
に
つ
い
て
、『

塵
』
で
は
ど
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
か
を
見
る
と
、
學
而
篇
「
子
曰
學
而
時
習
之
」

章
に
お
い
て
、
宣
賢
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

此
ヨ
リ
以
下
、
皆
是
孔
子
ノ
語
也
。
故
ニ
「
子
曰
」
ヲ

シ
テ
首
ト
ス
ル
也
。
然
ニ
此
書
ニ
ハ
或
ハ
弟
子
ノ
言
ア
リ
、
或
ハ
他
人
ノ
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語
ア
リ
、
悉
ク
孔
子
ノ
語
ニ
ア
ラ
ス
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
此
書
ニ
記
ス
コ
ト
ハ
、
皆
孔
子
ノ
抑
揚
褒
貶
ヲ
カ
ウ
フ
レ
リ
。
而
ラ
ハ
皆
孔
子

ノ
語
ニ
ヒ
ト
シ
。
故
ニ
「
子
曰
」
ヲ
モ
テ
一
部
ニ
冠
シ
メ
テ
、
全
部
ヲ
孔
子
ノ
言
ト
心
得
ヘ
キ
也
。

『
論
語
』
の
中
に
は
孔
子
以
外
の
人
物
の
言
葉
も
收
め
ら
れ
て
い
る
が
、
孔
子
の
「
抑
揚
褒
貶
」、
す
な
わ
ち
裁

を
經
て
い
る
と
考
え

る
結
果
、
こ
の
書
物
に
含
ま
れ
る
記
述
全
體
を
孔
子
の
言
葉
と
見
る
の
で
あ
る
。
そ
の
捉
え
方
は
、
次
に
引
く
『
義
疏
』
の
説
明
を
引
き

い
だ
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

此
以
下
、
是
孔
子
開
口
談
説
之
語
、
故

「
子
曰
」
爲
首
也
。
然
此
一
書
或
是
弟
子
之
言
、
或
有
時
俗
之
語
、
雖
非
悉
孔
子
之
語
、

而
當
時
皆
被
孔
子
印
可
也
。
必
被
印
可
、
乃
得
預
録
。
故

「
子
曰
」、
通
冠
一
書
也
。

次
に
、
二
十
篇
の
篇
次
の
説
明
に
つ
い
て
、『

塵
』が
ど
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
か
を
調
べ
て
み
よ
う
。
そ
の
所
説
と
皇
侃『
義
疏
』

の
關
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
學
而
篇
と
爲
政
篇
が
そ
れ
ぞ
れ
『
論
語
』
の
第
一
篇
と
第
二
篇
に
來
て
い
る
理
由
に
關
し
て
、
兩
書

が
ど
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
か
を
比
較
す
る
。

○
學
而
ヲ
以
二
十
篇
ノ
第
一
ト
ス
ル
事
ハ
、
人
ハ
學
テ
舜
何
人
ソ
、
吾
何
人
ソ
ト
云
處
ニ
至
ヘ
シ
。
故
ニ
學
記
ニ
云
、「
玉
不
琢
不
成
器
、

人
不
學
不
知
道
」
云
々
。（『

塵
』）

以
學
而
最
先
者
、
言
降
聖
以
下
、
皆
須
學
成
。
故
學
記
云
、「
玉
不
琢
不
成
器
、
人
不
學
不
知
道
」。（『
義
疏
』）

○
前
ニ
次
ツ
ル
ユ
ヘ
ハ
、
學
記
云
、「
君
子
如
欲
化
民
成
俗
、
其
必
由
學
乎
」ト
云
。
是
則
學
文
ヲ
先
ト
シ
、
政
化
ヲ
後
ト
ス
。（『

塵
』）

所
以
次
前
者
、
學
記
云
、「
君
子
如
欲
化
民
成
俗
、
其
必
由
學
乎
」。
是
明
先
學
後
、
乃
可
爲
政
化
民
、
故
以
爲
政
次
於
學
而
也
。（『
義

疏
』）

い
ず
れ
の
場
合
も
、『
禮
記
』
學
記
篇
の
同
一
の
記
述
を
篇
次
の
説
明
に
用
い
て
い
る
か
ら
、『

塵
』
が
『
義
疏
』
に
本
づ
い
て
い
る
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こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
二
十
篇
全
部
に
つ
い
て
對
照
す
る
こ
と
は
省
略
す
る
が
、
八

篇
第
三
か
ら
堯
曰
篇
第
二
十
に
至
る
ま
で
の
十

八
篇
の
篇
次
に
關
す
る
説
明
も
『
義
疏
』
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
は
、
兩
書
の
該
當
部
分
を
比
較
す
る
こ
と
で
容
易
に
了
解
さ
れ
る
。

『
論
語
』
の
分
章
か
ら
も
、『
義
疏
』
へ
の
依
存
状
況
が
確
認
で
き
る
。『

塵
』
は
、
各
篇
の
小
題
の
下
に
そ
の
篇
に
屬
す
る
章
の
數
を

注
記
し
て
お
り
、
さ
ら
に
各
章
の
冒
頭
部
分
に
章
番
號
を
附
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
學
而
第
一
」
の
下
に
は
「
凡
十
六
章
」
と
注
記
し
、

「
子
曰
、
學
而
時
」
の
標
記
の
右
旁
に
「
一
章
」、「
有
子
曰
、
其
爲
人
」
の
標
記
の
右
旁
に
「
二
」
と
表
示
し
、
學
而
篇
末
章
の
「
子
曰
、

賜
也
」
章
の
右
旁
に
は
「
十
六
」
と
表
示
し
て
い
る
。『
論
語
』
の
分
章
は
注
釋
者
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
分
章
の
仕
方
も

い
ず
れ
の
注
釋
を
基
本
と
し
て
い
る
か
を
判

す
る
一
つ
の
目
安
に
な
る
。

そ
の

點
か
ら
着
目
さ
れ
る
の
は
、
子
罕
篇
の
分
章
で
あ
り
、『

塵
』
で
は
、「
子
罕
第
九
」
の
下
に
「
凡
三
十
一
章
。
皇
三
十
章
」

と
注
記
し
、
二
通
り
の
分
章
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。『

塵
』
本
文
の
中
の
章
番
號
を
見
る
と
、
子
罕
篇
の
最
後
は
、「
三
十
」
の
表
示

が
な
さ
れ
て
い
る
「
子
曰
可
與
共
學
」
章
で
あ
り
、
宣
賢
は
本
篇
を
三
十
の
章
に
分
け
る
皇
侃
の
分
章
に
從
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

少
し
補
足
す
る
と
、
こ
の
部
分
は
、
古
注
と
新
注
の
間
で
分
章
が
異
な
っ
て
い
て
、『
義
疏
』
の
標
起
止
が
「
子
曰
至
有
哉
」
と
な
っ
て
い

る
よ
う
に
、
古
注
で
は
、「
子
曰
、
可
與
共
學
…
…
。
可
與
立
、
未
可
與
權
」
の
一
段
と
續
く
「
唐

之
華
、
…
…
夫
何
遠
之
有
哉
」
の
一

段
を
併
せ
て
一
つ
の
章
と
見
な
し
て
い
る
の
に
對
し
て
、
新
注
で
は
「
唐

之
華
」
以
下
を
別
の
章
と
見
な
し
て
、
子
罕
篇
を
三
十
一
の

章
に
分

五
〇
）

け
る
。

「
先
進
第
十
一
」
も
同

の

點
か
ら
注
目
に
値
し
、『

塵
』
は
小
題
の
下
に
「
鄭
二
十
三
章
。
皇
二
十
四
章
」
と
注
記
し
、
こ
の
篇

に
關
し
て
は
、
鄭
玄
と
皇
侃
の
間
で
分
章
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
相
違
は
、「
子
曰
、
從
我
於
陳
蔡
者
、
皆
不
及
門

者
也
」
の
一
段
と
「
徳
行
、

淵
・

子

・

伯
牛
・
仲
弓
。
言
語
、
宰
我
・
子
貢
。
政
事
、

有
・
季
路
。
文
學
、
子
游
・
子
夏
」
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の
一
段
を
連
續
す
る
一
つ
の
章
と
見
る
か
否
か
か
ら
生
じ
る
。『

塵
』
は
、
二
つ
の
段
の
標
記
部
分
に
對
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
二
」「
三
」

と
注
記
し
て
い
る
か
ら
、
別
の
章
と
見
て
お
り
、
こ
の
見
解
は
、『
義
疏
』
が
「
子
曰
至
者
也
」
と
「
徳
行
至
子
夏
」
の
二
つ
の
標
起
止
を

示
し
て
い
る
の
と
一
致
し
て
い
る
。『

塵
』
は
、
こ
こ
の
分
章
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

鄭
玄
ハ
前
ト
一
章
ニ
見
タ
リ
。
其
故
ハ
、
前
ノ
章
ニ
弟
子
ノ
所
ヲ
失
テ
仕
進
セ
サ
ル
事
ヲ
云
テ
、
遂
ニ
弟
子
ノ
才
徳
ノ
ス
ク
レ
テ
仕

進
ス
ヘ
キ
人
ヲ
此
章
ニ

ル
ホ
ト
ニ
、
上
ト
一
章
ト
云
リ
。
皇
侃
ハ
別
ニ
一
章
ト
ス
ル
也
。

二
つ
の
段
を
一
章
と
見
な
す
の
が
鄭
玄
で
、
何
晏
『
集
解
』
に
引
か
れ
る
そ
の
所
説
に
よ
る
と
、
孔
子
が
陳
・
蔡
の
間
で
包
圍
さ
れ
た

時
に
一
緒
だ
っ
た
弟
子
が
仕
進
の
門
を
得
て
い
な
い
こ
と
を
嘆
き
、
そ
の
不
遇
の
弟
子
の
名
を
列

し
た
の
が
「
徳
行
、

淵
」
以
下
の

一
段
だ
と
考

五
一
）

え
る
。
こ
れ
に
對
し
て
、
皇
侃
は
「
孔
子
門
徒
三
千
、
而
唯
有
此
以
下
十
人
名
爲
四
科
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、

淵
以
下
の

十
人
に
つ
い
て
、
孔
子
の
弟
子
三
千
人
の
中
で
「
徳
行
」
以
下
の
四
つ
の
科
に
當
て
は
ま
る
者
を

げ
た
と
見
る
の
で
あ
り
、
こ
の
十
人

は
陳
・
蔡
で
の
災
難
と
無
關
係
だ
と
考
え
る
。『
論
語
』
中
で
分
章
が
問
題
に
な
る
の
は
右
に

げ
た
二
例
が
代
表
例
と
言
え
る
が
、
こ
の

點
に
關
し
て
も
、『

塵
』
が
『
義
疏
』
に
從
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

五
二
）

か
る
。

最
後
に
、
章
旨
、
す
な
わ
ち
各
章
の
主
旨
の
理
解
に
關
し
て
、『

塵
』
と
『
義
疏
』
の
關
係
に
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。
た
と

え
ば
、
學
而
篇
「
子
曰
道
千
乘
之
國
」
章
の
講
説
の
冒
頭
に
お
い
て
、『

塵
』
は
「
此
章
明
諸
侯
治
大
國
法
也
」
と
章
旨
を
説
明
し
て
お

り
、
同
文
が
『
義
疏
』
に
見
え
る
。
同

に
、
爲
政
篇
「
子
曰
詩
三
百
」
章
に
つ
い
て
、『

塵
』
が
「
是
ハ
別
ニ
一
章
ナ
レ
ト
モ
、
前
ノ

爲
政
以
徳
ト
云
事
ヲ
證
明
ス
ル
ナ
リ
」
と
説
明
し
て
い
る
の
は
、『
義
疏
』
の
「
此
章

詩
證
爲
政
以
徳
之
事
也
」
と
い
う
記
述
に
本
づ
い

て
い
る
。『
義
疏
』
は
各
章
の
冒
頭
部
に
お
い
て
「
此
章
云
々
」
と
章
旨
を
説
明
す
る
場
合
が
少
な
く
な
い
が
、『

塵
』
に
は
そ
の
多
く

が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
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以
上
の
こ
と
か
ら
、『
論
語
』
の
基
本
構
造
の
説
明
に
關
し
て
『

塵
』
が
『
義
疏
』
に
依
據
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
た
だ
し
、

清
原
家
の
抄
物
に
お
け
る
『
義
疏
』
へ
の
依
存
は
、
宣
賢
に
始
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、『
論
語
』
を
孔
子
の
編
纂
物
と
見
な
す

考
え
方
は
、
應
永
本
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

是
ヨ
リ
以
下
、
全
部
ヲ
皆
孔
子
ノ
語
ト
習
フ
也
。
サ
ル
ホ
ト
ニ
「
子
曰
」
ノ
兩
字
ヲ
第
一
ノ
始
ニ
置
也
。
然
ニ
此
書
ニ
或
ハ
弟
子
ノ

言
モ
ア
リ
、
或
ハ
他
人
ノ
語
モ
ア
リ
、
盡
孔
子
ノ
語
ニ
ハ
非
ス
。
而
ル
ヲ
一
部
ヲ
孔
子
ノ
語
ト
心
得
事
如
何
。
是
ハ
此
書
ニ
シ
ル
ス

言
ハ
、
皆
孔
子
ノ
抑
揚
褒
貶
ヲ
カ
ウ
ム
レ
リ
。
然
ラ
ハ
皆
孔
子
ノ
語
ニ
ヒ
ト
シ
。
故
ニ
以
「
子
曰
」
一
部
ニ
蒙
ラ
シ
メ
テ
、
全
部
ヲ

孔
子
ノ
言
ト
心
得
ヘ

五
三
）

キ
也
。

こ
の
應
永
本
の
説
明
を
目
に
す
る
と
、
先
掲
の
宣
賢
『

塵
』
の
記
述
は
、
若
干
の
加
工
を
施
し
て
あ
る
も
の
の
、
應
永
本
の
記
述
を

襲
用
し
て
い
る
か
に
見
え
る
。『
論
語
』
二
十
章
の
篇
次
に
關
す
る
説
明
に
つ
い
て
も
、
既
に
應
永
本
が
同

の
説
明
を
し
て
い
る
の
で
、

『

塵
』
が
先
行
す
る
『
論
語
抄
』
の
記
述
を
襲
用
し
て
い
る
こ
と
自
體
は
確
實
で
あ
る
。
し
か
し
、
柳
田
征
司
氏
が
「
宣
賢
抄
論
語

塵

が
抄
全
體
に
亘
っ
て
良
賢
本
の
本
文
を
殆
ど
其
儘
利
用
し
て

五
四
）

い
る
」
と
總
括
し
て
い
る
こ
と
に
對
し
て
は
、
若
干
の
修
正
が
必
要
な
よ
う

で
あ
る
。

衞
靈
公
篇
「
子
曰
事
君
」
章
に
お
い
て
、『

塵
』
は
「
集
注
、
君
子
之
仕
也
、
有
官
守
者
」
と
『
集
注
』
の
記
述
を
引
い
て
い
る
が
、

こ
れ
は
續
く
「
修
其
職
、
有
言
責
者
盡
其
忠
、
皆
以
敬
吾
之
事
而
已
。
不
可
先
有
求
祿
之
心
也
」
の
文
章
が
缺
落
し
て
お
り
意
味
を
な
さ

な
い
。
應
永
本
で
は
、「
本
ニ
コ
レ
ヨ
リ
ナ
シ
、
予
書
加
之
」
と
、
文
章
の
誤
脱
を
指
摘
し
た
後
、「
修
其
職
」
以
下
の
記
述
を
書
き
足
し

て
い
る
。
柳
田
氏
が
説
く
よ
う
に
、
も
し
宣
賢
が
『

塵
』
を
作
成
す
る
際
、
良
賢
本
、
す
な
わ
ち
應
永
本
を
利
用
し
た
の
で
あ
れ
ば
、

應
永
本
が
補
足
し
た
部
分
を
當
然
補
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
が
、
實
際
に
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
宣
賢
が
參
照
し
て
い
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た
の
は
應
永
本
で
は
な
く
、
應
永
本
の
著
者
が
「
本
ニ
コ
レ
ヨ
リ
ナ
シ
」
と

し
て
い
る
別
の
系
統
に
屬
す
る
『
論
語
抄
』
で
あ
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
清
原
家
に
二
種
類
以
上
の
『
論
語
抄
』
が
傳
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、『
論
語
私
抄
』
に
、「
一
抄
」（
里
仁
篇
「
子

曰
君
子

徳
」
章
）、「
或
抄
」（
爲
政
篇
「
子
張
問
十
世
可
知
也
」
章
）
と
題
し
て
、
別
の
種
類
の
『
論
語
抄
』
の
文
章
と
推
測
さ
れ
る
も

の
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。

柳
田
氏
が
誤
解
し
て
も
不
思
議
で
な
い
ほ
ど
應
永
本
と
『

塵
』
の
記
述
は
そ
の
多
く
が
重
な
っ
て
お
り
、
管
見
に
よ
る
と
、
兩
者
の

間
の
大
き
な
相
違
は
宋
儒
の
説
の
引
用
の
度
合
い
に
あ
り
、
應
永
本
よ
り
『

塵
』
の
方
が
よ
り
多
く
の
宋
學
系
の
注
釋
を
引
用
し
て
い

る
。
そ
の
實
態
に
つ
い
て
は
次
項
で
論
じ
る
こ
と
に
す
る
が
、
清
原
家
が
點
本
の
み
な
ら
ず
、
抄
物
に
つ
い
て
も
先
行
の
家
本
を
尊
重
し

て
い
る
こ
と
は
動
か
し
得
な
い
事
實
で
あ
る
。

（
ハ
）『

塵
』
に
お
け
る
宋
儒
説
の
利
用

清
原
家
の
點
本
に
考
察
を
加
え
る
中
で
、
宋
學
が
日
本
に
流
入
し
た
影
響
を

察
し
た
が
、
點
本
の
訓

に
新
注
の
解
釋
が
反
映
し
て

い
た
事
例
は
少
な
か
っ
た
。
事
情
は
抄
物
に
お
い
て
も
同

で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
疑
問
の
下
に
『

塵
』
に
目
を
通
す
と
、
宋
儒
の
説
が

諸
所
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
に
氣
づ
く
。
た
と
え
ば
、
學
而
篇
首
章「
子
曰
、
學
而
時
習
之
、
不
亦
説
乎
。
有
朋
自
遠
方
來
、
不
亦

乎
。

人
不
知
而
不

、
不
亦
君
子
乎
」
に
關
し
て
、
學
問
修
業
の
三
段
階
を
説
い
て
い
る
と
『

塵
』
が
見
る
の
は
、
皇
侃
『
義
疏
』
の
見
解

を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
直
後
に
「
學
」
字
の
解
釋
を
示
す
た
め
に
、『
義
疏
』
に
も
引
か
れ
て
い
る
「
學
、
覺
也
、
悟
也
」

以
下
の
『
白
虎
通
』
の
所
説
を
提
示
し
、
さ
ら
に
朱
熹
『
集
注
』
の
「
學
之
爲
言
效
也
」
以
下
の
所
説
、
元
の
胡

文
『
四
書
通
』
の
「
人

性
皆
善
、
天
命
之
性
也
。
覺
有
先
後
、
氣
質
之
性
也
」
以
下
の
所
説
を
も
提
示
し
て
い
る
。
か
よ
う
に
、『

塵
』
に
は
隨
所
に
宋
學
系
の
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儒
説
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、『
論
語
』
解
釋
に
お
け
る
高
い
依
存
度
を
示
し
て
い
る
。

足
利
衍
述
氏
の
所
説
に
よ
る
と
、
清
原
家
の
經
學
の
變
遷
は
、
三
つ
の
時
期
に
區
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
期
は
、
主
と
し
て
古

注
に
よ
っ
て
解
釋
し
た
鎌
倉
末
葉
ま
で
の
時
期
。
第
二
期
は
、
禪
門
の
朱
子
學
講
習
弘
布
と
、
朝
廷
の
朱
子
學
採
用
の
影
響
を
受
け
て
、

古
注
だ
け
で
な
く
新
注
を
參
考
に
し
始
め
た
時
期
で
あ
り
、
學
風
の
變
化
は
頼
元
・
良
賢
が
端
緒
を
開
き
、「
清
家
中
興
の
祖
」
と

さ
れ

る
業
忠
に
至
っ
て
鮮
明
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
第
三
期
が
「
清
家
開
創
以
來
唯
一
の
大
儒
」
と
さ
れ
る
宣
賢
以
後
の
時
期
で
あ
り
、
宣
賢

は
祖
父
業
忠
の
業
を
大
成
し
、
新
古
折
衷
の
一
門
を
建
て
、
家
學
に
一
大
改
革
を
爲
し
た
と
さ

五
五
）

れ
る
。

清
原
家
の
『
論
語
抄
』
に
お
い
て
新
注
が
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
足
利
氏
を
含
む
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
實
證
的
な
解
明
を
試
み
た
の
が
呉
美
寧
氏
で
あ
る
。
呉
氏
は
、『
論
語
』の
解
釋
に
お
い
て
古
注
と
新
注
が
對
立

し
て
い
る
と
判

さ
れ
る
二
百
四
十
四
箇
所
に
つ
い
て
、
應
永
本
以
下
、『

塵
』
を
含
む
五
種
の
『
論
語
抄
』
に
お
け
る
古
注
と
新
注
の

採
用
状
況
を
數
量
化
し
て
い
る
。
そ
の
調
査
の
結
果
を
見
る
と
、
應
永
本
は
、
百
三
十
一
箇
所
（
六
四
％
）
に
古
注
、
十
七
箇
所
（
七
％
）

に
新
注
、
五
十
四
箇
所
（
二
二
％
）
に
古
注
・
新
注
の
兩
方
を
引
用
し
て
い
る
の
に
對
し
、『

塵
』
は
、
調
査
の
對
象
と
な
る
箇
所
の
中
、

百
二
箇
所
に
古
注
（
四
二
％
）、
十
六
箇
所
（
七
％
）
に
新
注
、
六
十
六
箇
所
（
二
七
％
）
に
古
注
・
新
注
の
兩
方
を
引
用
し
て

五
六
）

い
る
。
兩

書
に
お
け
る
新
注
の
採
用
割
合
は
三
割
前
後
に
と
ど
ま
る
か
ら
、「
宣
賢
に
至
つ
て
は
、
一
變
し
て
、
純
然
た
る
新
古
折
衷
に
至
り
た
る
も
、

新
注
に
よ
る
も
の
十
に
六
七
を
占
む
る
を
見
れ
ば
、
寧
ろ
新
注
を
主
と
し
て
古
注
を
參
せ
る
の

五
七
）

あ
り
」
と
説
い
て
い
る
足
利
衍
述
氏
の

所
見
は
、
印
象
に
本
づ
く
も
の
で
あ
り
、
正
確
さ
を
缺
い
て
い
る
と
判

さ
れ
る
。

こ
こ
で
、『

塵
』に
お
け
る
新
注
利
用
の
實
態
に
つ
い
て
具
體
例
に
即
し
て
説
明
し
て
み
よ
う
。
學
而
篇「
子
曰
、
不
患
人
之
不
己
知
、

五
八
）

患
己
不
知
人
也
」
の
一
章
に
關
し
て
、『

塵
』
は
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。
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人
コ
ト
ニ
我
ハ
才
學
モ
ア
リ
藝
能
モ
ア
レ
ト
モ
、
人
カ
知
ラ
サ
ル
ト
云
。
實
ニ
才
能
ア
ル
ヲ
見
知
ラ
ス
ハ
、
人
ノ
未
練
也
。
我
カ
ウ

レ
ウ
ヘ
キ
事
ニ
ア
ラ
ス
。

本
章
に
對
し
て
、
何
晏
『
集
解
』
は
「
王

曰
、
但
患
己
之
無
能
知
也
」
と
注
し
、
皇
侃
『
義
疏
』
は
「
世
人
多
言
己
有
才
而
不
爲
人

所
知
、
故
孔
子
解
抑
之
也
」
と
注
し
て
い
る
。『

塵
』
の
文
章
の
前
半
部
分
は
『
義
疏
』
に
類
似
し
て
い
る
の
で
、
古
注
を
利
用
し
て
書

か
れ
た
も
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。『

塵
』
は
上
に
續
い
て
ま
た
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

患
フ
ヘ
キ
ハ
己
カ
人
ヲ
知
ラ
サ
ル
處
也
。
人
ヲ
知
ラ
ス
ハ
、
是
非
邪
正
ヲ
弁
カ
タ
シ
。
此
ヲ
深
ク
患
フ
ヘ
キ
處
也
ト
云
。

こ
こ
の
前
半
部
分
は
、「
患
己
不
知
人
也
」を
逐
字
的
に
翻
譯
し
た
も
の
で
あ
り
、
ど
の
注
釋
に
本
づ
い
て
い
る
か
判

し
難
い
。
問
題

は
そ
れ
に
續
く
後
半
部
で
あ
り
、
明
ら
か
に
朱
熹
『
集
注
』
の
「
尹
氏
曰
、
…
…
不
知
人
、
則
是
非
邪
正
或
不
能
辨
、
故
以
爲
患
也
」
を

踏
ま
え
て
い
る
。

本
章
に
關
し
て
、『

塵
』
は
さ
ら
に
續
け
て
「
論
語
一
部
ニ
四
ヶ
所
ニ
此
義
ヲ
ノ
玉
ヘ
ル
也
」
と
説
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
元
の
胡

文
『
論
語
通
』
所
引
熊
禾
『
標
題
四
書
』
に
同

の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
の
を
踏
ま
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

知
人
亦
致
知
之
事
。
不
求
人
知
、
猶
首
章
之
意
。
此
類
凡
四
出
。
里
仁
篇
「
不
患
人
之
不
已
知
、
求
爲
可
知
也
」。
憲
問
篇
「
不
患
人

之
不
已
知
、
患
其
不
能
也
」。
衞
靈
篇
「
君
子
病
無
能
焉
、
不
病
人
之
不
已
知
也
」。

胡

文
『
論
語
通
』
は
、『
四
庫
提
要
』
に
よ
っ
て
、「
是
編
以
趙
順
孫
四
書
纂
疏
・
呉
子
四
書
集
成
、
皆

朱
子
之
緒
論
、
而
尚
有
與

朱
子
相
戻
者
、
因
重
爲
刊
削
、
附
以
己
説
、
以
成
此
書
」
と
評
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
朱
子
之
緒
論
」
を

明
す
る
た
め
に
編
纂
さ
れ
た

の
で
あ
り
、
新
注
系
の
諸
注
釋
を
集
め
た
書
物
で
あ
る
。

『
聴
塵
』
の
本
章
に
引
か
れ
て
い
る
新
注
系
の
説
は
上
に
掲
げ
た
資
料
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
二
種
の
資
料
が
以
下
の
よ
う
に
引
用
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さ
れ
て
い
る
。

語
録
。
若
宰
相
不
知
人
、
則
不
能
進
賢
退
不
肖
。
學
者
不
知
人
、
則
不
能
辨
益
友
損
友
。

通
曰
、
始
以
「
不
知
不

」、
終
以
此
章
、
學
而
一
篇
終
始
也
。
始
以
「
不
亦
君
子
乎
」、
終
以
「
無
以
爲
君
子
也
」、
始
則
結
以
「
患

不
知
人
」、
終
則
結
以
「
不
知
言
、
無
以
知
人
」、
論
語
一
書
終
始
也
。
門
人
紀
次
、
豈
無
意

。

一
つ
め
の
「
語
録
」
は
『
朱
子
語
類
』
を
指
し
、
同

の
文
が

二
十
二
「
論
語
四
」
に
見
え
る
。
二
つ
め
の
「
通
」
は
胡

文
『
論

語
通
』
を
指
し
、
同

の
文
が

一
に
見
え
る
。
し
か
し
、
二
つ
の
文
章
は
、
原
典
と
若
干
の
字
句
の
相
違
が
あ
る
。
そ
の
相
違
が
清
原

家
の
者
が
引
用
の
際
に
改
變
を
加
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
同
文
が
別
の
書
物
に
見
え
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。

す
な
わ
ち
、

士
毅
『
四
書
輯
釋
』
に
は
、
二
つ
の
文
章
が
そ
れ
ぞ
れ
「
語
録
」「
通
曰
」
に
續
い
て
收
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

右
に
示
し
た
事
例
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
清
原
家
の
『
論
語
抄
』
の
中
で
引
か
れ
て
い
る
宋
學
系
の
書
物
は
、
原
典
か
ら
の
引
用
で

は
な
く
、
阿
部
隆
一
氏
が
指
摘
し
て
い
る
通
り
、

士
毅
『
四
書
輯
釋
』（
以
下
、『
輯
釋
』
と
略

）
や
胡
廣
等
『
四
書

五
九
）

大
全
』（
以
下
、

『
大
全
』
と
略

）
か
ら
の
孫
引
き
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
こ
と
は
、
當
時
の
日
本
は
宋
儒
の
著
作
が
容
易
に
見
ら
れ
る
状
態
に
は
な

か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
な
お
、『
輯
釋
』は
應
永
本
に
お
い
て
す
で
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、
應
永
本
に
お
け
る
宋
儒
の
説
の
引
用
は『
輯

釋
』
の
範
圍
を
出
な
い
と
さ

六
〇
）

れ
る
。

さ
て
、
前
項
に
お
い
て
、
應
永
本
に
比
し
て
『

塵
』
が
宋
學
系
の
説
を
よ
り
多
く
引
用
し
て
い
る
こ
と
を
提
起
し
た
の
で
、
こ
こ
で

そ
の
點
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

陽
貨
篇
「
陽
貨
欲
見
孔
子
」
章
に
對
す
る
應
永
本
と
『

塵
』
の
講
説
は
か
な
り
重
複
し
て
い
て
、
冒
頭
か
ら
「
日
月
逝
矣
、
歳
不
我

與
」
に
至
る
ま
で
の
本
章
の
經
文
の
九
割
に
對
す
る
講
釋
は
、
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
兩
者
の
相
違
は
、
同
章
末
尾
の
「
孔
子
曰
、
諾
、
吾
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將
仕
矣
」
句
に
對
す
る
講
釋
に
あ
り
、
應
永
本
が
「
諾
シ
テ
イ
カ
サ
マ
仕
ヘ
シ
ト
云
。
此
モ
辭
ヲ
和
ニ
答
テ
害
ニ
免
ル
ゝ
也
」
と
説
明
す

る
に
と
ど
ま
る
の
に
對
し
、『

塵
』
は
『
輯
釋
』
か
ら
朱
熹
『
集
注
』
の
「
楊
氏
曰
、
揚
雄
謂
孔
子
於
陽
貨
也
」
云
々
の
文
を
引
き
、
次

い
で
『
輯
釋
』
に
合
刻
さ
れ
て
い
る
元
の
張
存
中
『
四
書
通
證
』
の
「
楊
氏
方
言
五
百
篇
」
云
々
の
講
釋
を
引
い
て
い
る
。

陽
貨
篇
「
子
曰
性
相
近
也
」
章
の
講
釋
を
見
る
と
、
應
永
本
と
『

塵
』
の
文
章
の
多
く
は
重
な
っ
て
お
り
、『

塵
』
で
は
『
集
注
』

の
「
此
所
謂
性
、
兼
氣
質
而
言
者
也
」
云
々
の
文
章
を
引
い
て
い
る
が
、
こ
の
文
章
は
應
永
本
に
は
引
か
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
『

塵
』

に
は
、「
程
勿
齋
曰
」
の
四
字
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
續
く
文
章
が
見
あ
た
ら
な
い
。
こ
れ
は
、『
輯
釋
』
と
合
刻
さ
れ
て
い
る
元
の
王
元
全

『
四
書
通

』
所
引
の
程
若
庸
（
勿
齋
は
そ
の
號
）『
性
理
字
訓
』
の
文
章
を
も
轉
引
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
ま
ま
中

し
て
し
ま
っ
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

陽
貨
篇
「
子
曰
唯
上
知
與
下
愚
不
移
」
章
に
對
す
る
講
釋
の
文
章
に
つ
い
て
も
、
應
永
本
と
『

塵
』
に
重
複
が
認
め
ら
れ
る
。『

塵
』

に
は
末
尾
に
「
有
生
之
始
、
便
稟
天
地
陰
陽

之
氣
」
云
々
の
應
永
本
に
は
見
え
な
い
文
章
が
引
か
れ
て
い
て
、
こ
れ
は
『
義
疏
』
か

ら
の
轉
引
で
あ
っ
て
新
注
系
の
注
釋
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
古
注
が
補
わ
れ
て
い
る
事
例
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
應
永
本
に
引

か
れ
て
い
な
い
新
注
系
の
注
釋
を
『

塵
』
が
補
っ
て
い
る
こ
と
が
壓
倒
的
に
多
い
。

『
論
語
』
の
解
釋
に
お
け
る
古
注
・
新
注
の
採
用
状
況
に
着
目
す
る
と
、
清
原
家
は
點
本
に
お
い
て
古
注
を
墨
守
す
る
一
方
で
、
抄
物
に

お
い
て
は
古
注
を
解
釋
の
基
本
に
据
え
な
が
ら
も
、
新
注
に
も
か
な
り
依
存
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
違
い
が
生
じ
た
の
は
、

點
本
に
つ
い
て
は
家
學
の
權
威
を
維
持
す
る
た
め
に
舊
來
の
形
式
を
改
變
を
加
え
ず
に
保
存
す
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
る
の
に
對
し
、
講
義

の
際
に
は

衆
の
關
心
を
惹
き
附
け
る
必
要
が
あ
る
以
上
、
抄
物
に
は
そ
の
時
々
の
學
術
動
向
が
反
映
さ
れ
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
、
應
永
本
と
『

塵
』
の
重
複
部
分
が
甚
だ
多
い
こ
と
は
、
清
原
家
が
大
同
小
異
の
『
論
語
』
講
義
を
長
年
に
わ
た
っ
て
續
け
て
い
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た
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
よ
う
な
講
義
が
一
定
の
需
要
を
持
ち
續
け
た
こ
と
は
、
室
町
時
代
に
は
、『
論
語
』の
講
義
を
必
要
と
す
る
知
識

人
の
範
圍
が
極
め
て
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

五
、
抄
物
に
見
ら
れ
る
日
本
獨
自
の
解
釋

宣
賢
は
『
論
語
』
を
解
釋
す
る
に
際
し
て
、
古
注
を
基
本
に
据
え
た
上
で
新
注
系
の
儒
説
を
も
取
り
込
ん
で
い
る
が
、
時
に
は
日
本
國

内
の
文

も
引
い
て
い
る
。
國
内
の
文

に
は
中
國
と
は
異
な
る
思
想
状
況
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
引
か
れ
る
こ

と
で
獨
自
の
解
釋
が
打
ち
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
本
節
で
は
、
二
つ
の
章
を
め
ぐ
る
解
釋
を
中
心
に

討
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

（
イ
）『

塵
』
に
お
け
る
神
國
意
識

子
罕
篇
「
子
欲
居
九
夷
。
或
曰
、
陋
如
之
何
。
子
曰
、
君
子
居
之
、
何
陋
之
有
」
の
一
章
の
「
九
夷
」
に
つ
い
て
、『
義
疏
』
は
「
東
有

九
夷
。
一
、
玄
菟
、
二
、

浪
、
三
、
高
麗
、
四
、
滿
飾
、
五
、

更
、
六
、
索
家
、
七
、
東
屠
、
八
、
倭
人
、
九
、
天
鄙
」
と
注
解
す

る
。
こ
の
中
の
「
八
、
倭
人
」
は
、
日
本
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
宣
賢
は
こ
の
『
義
疏
』
を
引
い
た
後
、「
君
子
居
之
、
何
陋
之

有
」
と
孔
子
が
述
べ
た
語
に
つ
い
て
、『

塵
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
講
釋
し
て
い
る
。

當
家
説
ニ
、
君
子
居
リ
ト
ヨ
ム
也
。
孔
子
ハ
日
本
ノ
安
寧
・

徳
ノ
時
分
ニ
相
當
レ
リ
。
日
本
ノ
天
子
ヲ
指
シ
テ
君
子
ト
云
リ
。
孔

子
ノ
九
夷
ニ
往
ン
ト
云
ル
ハ
、
日
本
ヘ
來
ラ
ン
ト
云
コ
ト
也
。

「
君
子
居
之
」
の
「
君
子
」
に
つ
い
て
は
孔
子
自
身
を
指
す
と
見
る
の
が
通
常
の
解
釋
で
あ
り
、
そ
の
場
合
の
訓
讀
は
「
君
子
居

六
一
）

ラ
ハ
」
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に
な
る
。
し
か
し
清
原
家
に
は
、「
君
子
」
が
日
本
の
天
皇
、
具
體
的
に
は
安
寧
天
皇
（
在
位
前
五
四
九
〜
前
五
一
一
）・

徳
天
皇
（
在

位
前
五
一
〇
〜
前
四
七
七
）
を
指
し
、
孔
子
（
前
五
五
一
頃
〜
前
四
七
九
頃
）
が
そ
の
「
君
子
」
の
居
る
日
本
へ
渡
ろ
う
と
し
た
の
だ
と

す
る
説
が
傳
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
場
合
の
訓
讀
は
「
君
子
居
リ
」
に
な
る
。
前
掲
の
京
都
大
學
清
家
文
庫
所
藏
清
原
枝
賢
抄
『
論
語
集
解
』

を
見
る
と
、「
居
」
字
の
右
旁
に
「
ヲ
ラ
ハ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
正
訓
と
し
て
は
、「
君
子
」
が
孔
子
を
指
す
と
見
る
通
常
の
解
釋

に
從
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
左
訓
に
は
「
ヲ
リ
、

説
」
と
あ
り
、「
君
子
」
が
日
本
の
天
皇
を
指
す
と
す
る
説
も
「

説
」
と
し
て
受
け

が
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
應
永
本
に
も
右
の
『
聴
塵
』
と
同

の
講
釋
が
見
え
る
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
を
裏
打
ち
す
る
。

足
利
衍
述
氏
の
見
解
に
よ
る
と
、
本
章
の
「
九
夷
」
を
日
本
に
比
定
す
る
の
は
、
既
に
北
畠
親
房
（
一
二
九
三
〜
一
三
五
四
）『
神
皇
正

統
記
』
に
見
え
て
お
り
、「
君
子
」
を
「
天
皇
」
と
解
釋
し
た
の
は
清
原
家
に
よ
る
獨
自
の
發
展
で
あ
り
、「
祖
國
尊
重
の

念
よ
り
出
で

た
」
も
の
で

六
二
）

あ
る
。
伊
勢
神
道
の
度
會
氏
の
教
説
を
學
ん
だ
親
房
は
、
日
本
は
神
が
擁
護
す
る
國
で
、
神
の
子
孫
た
る
天
皇
が
支
配
す
る

「
神
國
」
だ
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
お
り
、「
大
日
本
者
、
神
國
也
。
天
祖
ハ
ジ
メ
テ
基
ヲ
ヒ
ラ
キ
、
日
神
ナ
ガ
ク
統
ヲ
傳
給
フ
」
の
一
節

か
ら
始
ま
る
『
神
皇
正
統
記
』
は
、
そ
の
「
神
國
意
識
」
を
も
と
に
書
か
か
れ
た
。
こ
の
書
物
に
は
、
神
代
か
ら
後
村
上
天
皇
（
在
位
一

三
三
九
〜
六
八
）
に
至
る
「
神
皇
」
の
系
譜
が
記
さ
れ
て
お
り
、
南
北
朝
時
代
（
一
三
三
六
〜
九
二
）
に
お
け
る
南
朝
の
正
統
性
を
主
張

す
る
た
め
に
書
か
れ
た
こ
と
は
歴
然
と
し
て
い
る
が
、
書
中
に
横
溢
し
て
い
る
神
國
意
識
は
、
對
立
す
る
北
朝
た
る
室
町
幕
府
の
支
持
者

た
ち
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
多
く
の
讀
者
を
獲
得
し
た
。『
神
皇
正
統
記
』に
は
清
家
本
が
存
在
す
る
よ
う
に
、
そ
の
讀
者
の
中
に
は
清
原

家
も
含
ま
れ
て

六
三
）

い
る
。

『
神
皇
正
統
記
』
第
七
代
孝
靈
天
皇
條
に
は
、「
凡
此
邦
ヲ
バ
君
子
不
死
ノ
國
ト
モ
云
也
。
孔
子
世
ノ
ミ
ダ
レ
タ
ル
事
ヲ
歎
テ
、
九
夷
ニ

ヲ
ラ
ン
ト
ノ
給
ケ
ル
。
日
本
ハ
九
夷
ノ
其
一
ナ
ル
ベ
シ
。
異
國
ニ
ハ
此
國
ヲ
バ
東
夷
ト
ス
」
と
あ
り
、
足
利
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
本
章
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に
對
す
る
清
原
家
の
解
釋
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
に
見
え
る
。
た
だ
し
、
簡

に
そ
う
は
言
い
切
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、『

塵
』

に
は
上
に
引
用
し
た
文
に
續
い
て
、「
日
本
ヲ
君
子
國
ト
云
ル
證
據
ア
リ
。
三
善
清
行
曰
、
范
史

吾
國
曰
君
子
國
」と
あ
り
、
こ
の
見
解

が
平
安
時
代
に
文
章
博
士
と
な
っ
た
三
善
清
行
（
八
四
七
〜
九
一
八
）
に
本
づ
く
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
善
清
行
は
直
言
を
求
め
る
醍
醐
天
皇
（
在
位
八
九
七
〜
九
三
〇
）
の
詔
に
應
え
て
、
延
喜
十
四
年
（
九
一
四
）
に
「
意
見
十
二
箇
條
」

（『
本
朝
文
粹
』

二
所
收
）
を
提
出
し
、
そ
の
中
で
日
本
に
つ
い
て
「
范
史
謂
之
君
子
國
」
と

し
て
い
る
。
清
行
の
發
言
は
、
范
史
、

す
な
わ
ち
『
後
漢
書
』
列
傳
第
七
十
五
「
東
夷
傳
」
の
「
東
方
…
…
天
性
柔
順
、
易
以
道
御
、
至
有
君
子
不
死
之
國
焉
」
の
記
述
を
踏
ま

え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
記
述
は
「
東
夷
傳
」
の
序
に
相
當
す
る
部
分
に
見
え
、『
後
漢
書
』
で
は
そ
れ
に
續
い
て
、「
夷
有
九
種
」

と

し
、
東
方
の
異
民
族
の
總

で
あ
る
「
九
夷
」
の
解
説
に
入
る
が
、「
九
夷
」
の
中
、
特
定
の
國
を
「
君
子
不
死
之
國
」
と

し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
三
善
清
行
の
解
釋
は
曲
解
で
あ
り
、
そ
れ
が
曲
解
で
あ
る
こ
と
は
、『
後
漢
書
』を
調
査
す
れ
ば
即
座

に
了
解
で
き
る
は
ず
な
の
で
あ
る
が
、『

塵
』
は
そ
の
誤
り
を
踏
襲
し
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
見
來
る
と
、「
九
夷
」
に
對
す
る
『

塵
』
の
解
釋
は
、
必
ず
し
も
『
神
皇
正
統
記
』
に

發
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
必
要
は

な
い
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
兩
書
の
記
述
を
比
較
す
る
と
、
や
は
り
無
關
係
と
は
思
わ
れ
な
い
。『

塵
』で
は
、
三
善
清
行
の
發

言
を
引
い
た
後
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
講
釋
を
續
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

又
三
方
ニ
ハ
畜
類
ヲ
從
ヘ
タ
レ
ト
モ
、
東
ニ
ハ
シ
タ
カ
ヘ
ス
。
南

ニ
ハ
蟲
ヲ
從
タ
リ
。
西
戎
ニ
ハ
羊
ヲ
從
タ
リ
。
北
ニ
ハ
犬
ヲ
從

タ
リ
。
東
夷
ニ
夷
ノ
字
ヲ
ツ
ク
ル
ハ
、
夷
ハ
大
ノ
字
ニ
弓
ノ
字
ヲ
カ
キ
タ
リ
。
大
弓
ト
カ
ケ
ル
字
ナ
リ
。
…
…
日
本
人
ハ
心
モ
タ
ケ

ク
弓
ノ
力
モ
餘
國
ニ
ス
ク
レ
テ
大
弓
ヲ
用
ル
。
故
ニ
夷
ノ
字
ヲ
付
ル
也
。

こ
れ
に
類
す
る
記
述
は
、
三
善
清
行
「
意
見
十
二
箇
條
」
に
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、『
神
皇
正
統
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
類
似
し
た
記
述
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が
見
え
る
。

四
海
ト
云
ハ
東
夷
・
南

・
西

・
北
狄
也
。
南
ハ
蛇
ノ
種
ナ
レ
バ
蟲
ヲ
シ
タ
ガ
ヘ
、
西
ハ
羊
ヲ
ノ
ミ
カ
ウ
ナ
レ
バ
羊
ヲ
シ
タ
ガ
ヘ
、

北
ハ
犬
ノ
種
ナ
レ
バ
犬
ヲ
シ
タ
ガ
ヘ
タ
リ
。
タ
ゞ
東
ハ
仁
ア
リ
テ
命
ナ
ガ
シ
。
ヨ
リ
テ
大
・
弓
ノ
字
ヲ
シ
タ
ガ
フ
ト
云
ヘ
リ
。（
第
七

代
孝
靈
天
皇
條
）

中
國
は
、
四
方
の
異
民
族
を
總

す
る
に
際
し
て
、
南
と
西
と
北
に
對
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
蟲
・
犬
・
羊
を
含
む
文
字
を
割
り
當
て
て

蔑
視
の
意
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
東
に
對
し
て
だ
け
は
「
夷
」
の
文
字
を
割
り
當
て
て
お
り
、
親
房
の
解
釋
に
よ
る
と
、
こ
の
字
は
「
大
」

「
弓
」
の
合
文
で
あ
り
、
日
本
人
が
大
弓
を
扱
う
勇
猛
な
民
族
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
夷
」
字
に
對
す
る
こ
の
解
説
は
、

『
説
文
解
字
』
十
篇
下
に
「
平
也
。

大

弓
。
東
方
之
人
也
」
と
あ
る
の
に
本
づ
い
て
い
る
。

煩

な
の
で
引
用
は
省
略
す
る
が
、
右
の
二
つ
と
同

の
記
述
が
別
に
玄
惠
法
印
（
？
〜
一
三
五
〇
）『
十
七
條
憲
法
注
』
第
四
條
に
既

に
見
え
る
。
玄
惠
は
、
北
畠
親
房
の
學
問
に
對
し
て
影
響
を
與
え
た
と
考
え
ら
れ
て

六
四
）

い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、『
論
語
』
の
「
九
夷
」
を

日
本
に
比
定
す
る
の
は
、
古
く
は
平
安
時
代
の
三
善
清
行
に
見
ら
れ
る
が
、
清
原
家
の
解
釋
は
、
玄
惠
法
印
と
北
畠
親
房
に
代
表
さ
れ
る

「
神
國
意
識
」
に
も
と
づ
く
解
釋
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
上
述
の
通
り
、「
九
夷
」
は
東
方
の
異
民
族
九

種
の
總

で
あ
っ
て
日
本
は
九
夷
の
一
に
過
ぎ
ぬ
か
ら
、
子
罕
篇
の
「
九
夷
」
を
日
本
だ
け
に
當
て
は
め
る
解
釋
は
曲
解
に
屬
す
る
が
、

玄
惠
法
印
、
北
畠
親
房
、
そ
れ
に
清
原
業
忠
・
宣
賢
が
こ
の
解
釋
に
從
っ
て
い
る
こ
と
は
、
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の「
神

國
意
識
」
の
高
ま
り
を
反
映
し
た
も
の
と
言
え
る
。
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（
ロ
）『

塵
』
と
三
教
一
致
思
想

『

塵
』の
中
で
時
代
思
潮
が
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
解
釋
と
し
て
は
、
憲
問
篇「
子
曰
、
君
子
道
者
三
、
我
無
能
焉
、
仁
者
不
憂
、

知
者
不
惑
、
勇
者
不
懼
。
子
貢
曰
、
夫
子
自
道
也
」
の
一
章
も

げ
ら
れ
る
。
本
章
に
對
し
て
、『

塵
』
は
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

聖
人
ノ
道
、
大
ニ
シ
テ
博
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
究
テ
云
時
ハ
、
此
三
（＝

知
・
仁
・
勇
）
ニ
ス
キ
ス
。
此
三
ニ
日
本
三
種
ノ
神
器
ノ
徳
ヲ

含
メ
リ
。
鏡
照

、
則
知
之
用
也
。
玉
含
温
潤
、
則
仁
之
徳
也
。
劍
能
剛
利
、
則
勇
之
義
也
。
…
…
天
子
、
知
・
仁
・
勇
ノ
徳
ヲ

ソ
ナ
ヘ
マ
シ
マ
サ
ハ
、
則
三
種
ノ
神
器
ヲ
身
ニ
備
タ
マ
ヘ
ル
ナ
ル
ヘ
シ
。

三
種
の
神
器
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
天
皇
の
位
の
正
統
な
る

承
者
で
あ
る
こ
と
を
證
明
す
る
も
の
と
し
て
代
々
傳
え
ら
れ
る
八
咫

鏡
・
草
薙
劍
（
天
叢
雲
劍
）・
八
坂
瓊
曲
玉
の
三
つ
を
指

六
五
）

す
が
、
宣
賢
は
こ
の
三
つ
の
寶
物
が
本
章
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
三
つ
の
徳
目
、

す
な
わ
ち
知
・
仁
・
勇
を
象
徴
し
て
い
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
所
説
に
は
本
づ
く
と
こ
ろ
が
あ
り
、
た
と
え
ば
、
一
條
兼
良
（
一
四
〇

二
〜
八
一
）『
日
本
書
紀
纂
疏
』（
以
下
、『
纂
疏
』
と
略

）

五
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

三
器
、
儒
佛
二
教
之
宗
詮
也
。
孔
丘
之
言
曰
、「
仁
者
不
憂
、
知
者
不
惑
、
勇
者
不
懼
」。
子
思
中
庸
之
書
謂
之「
三
達
徳
」。
聖
人
之

道
、
雖
大
而
博
、
究
而
言
之
、
不
過
此
三
者
。
鏡
照

則
智
之
用
也
。
玉
含
温
潤
則
仁
之
徳
也
。
劍
能
剛
利
則
勇
之
義
也
。

一
條
兼
良
は
、
關
白
經
嗣
の
第
二
子
で
、
病
弱
な
兄
が
出
家

居
し
た
の
に
伴
い
、
家
を
嗣
ぎ
、
累
官
し
て
文
安
四
年
（
一
四
四
七
）

に
關
白
に
至
る
。
第
一
級
の
政
治
家
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
學
者
と
し
て
も
優
れ
て
お
り
、
影
響
力
の
あ
る
著
作
を

し
て
い
る
。『
纂
疏
』

も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
の
著
作
は
北
畠
親
房
の
神
道
思
想
を

承
・
發
展
さ
せ
た
も
の
と
見
ら
れ
て

六
六
）

い
る
。
右
に
竝
べ
た
二
つ
の
文
を

見
比
べ
る
と
、『

塵
』
が
『
纂
疏
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
見
な
す
の
は
あ
な
が
ち
無
理
な
推
測
と
は
言
え

六
七
）

な
い
。
實
際
、
泰
伯
篇
「
子

曰
泰
伯
」
章
に
對
す
る
講
説
に
お
い
て
、『

塵
』
は
「
日
本
紀
纂
疏
」
と
題
し
て
『
纂
疏
』
を
引
用
し
て
い
る
。
た
だ
注
意
す
べ
き
は
、
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『
纂
疏
』
に
お
い
て
は
、「
三
器
、
儒
佛
二
教
之
宗
詮
也
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
三
種
の
神
器
の
解
説
を
通
し
て
、
神
道
と
儒
學
・
佛

教
の
一
致
を
説
こ
う
と
し
て
い
る
面
が
看
取
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
右
に
引
用
し
た
續
き
の
文
章
を
見
る
こ
と
で
、
よ
り

明
確
に
な
る
。

佛
教
謂
三
因
佛
性
者
、
法
身
也
、
般
若
也
、
解
脱
也
。
法
身
即
眞
如
徳
、
正
因
、
性
之
開
發
。
報
身
即
般
若
徳
、
了
因
、
性
之
開
發
。

應
身
即
解
脱
徳
、
縁
因
、
性
之
開
發
。
如
此
三
身
發
得
本
有
之
徳
。
鏡
之
能
照
、
般
若
也
、
玉
之
能
潔
、
法
身
也
、
劍
之
能

、
解

脱
也
。（『
日
本
書
紀
纂
疏
』

五
）

兼
良
の
見
る
と
こ
ろ
、
三
種
の
神
器
は
、
知
・
仁
・
勇
の
象
徴
で
あ
る
と
同
時
に
、
三
因
佛
性＝

正
因
・
了
因
・
縁
因
の
象
徴
で
も
あ

る
。『

塵
』に
は
佛
教
に
つ
い
て
言
及
し
た
部
分
が
割
愛
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
宣
賢
が
佛
教
的
な
要
素
を
排
除
し
た
こ
と
を
意

味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

爲
政
篇
「
子
曰
吾
與
回
言
終
日
」
章
を
講
釋
す
る
に
際
し
、『

塵
』
は
皇
侃
『
義
疏
』
の
「
自
形
器
以
上
、
名
之
爲
無
、
聖
人
所
體
也
。

自
形
器
以
還
、
名
之
爲
有
、
賢
人
所
體
也
」と
い
う
玄
學
的
な
注
釋
を
引
い
た
後
、
そ
の
注
釋
を
さ
ら
に
解
釋
し
て
、「
器
ト
云
ハ
、
倶

ノ
器
世
間
ト
同
シ
心
也
」
と
説
い
て
い
る
。『
論
語
』
の
本
文
で
は
な
く
、
注
釋
を
説
明
す
る
た
め
に
、『
倶

論
』
に
見
え
、
三
千
大
千

世
界
を
指
す
「
器
世
間
」
の
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、

講
者
に
佛
教
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
倶

宗
は
南
都
六
宗
の
一
・
平
安
八
宗
の
一
に
數
え
ら
れ
た
が
、
本
山
や
本
寺
を
持
た
ず
諸
宗
の
間
に
兼
習
さ
れ
て
お
り
、
佛
者
の
多
く
が

そ
の
教
義
を
知
っ
て
い
た
。

か
よ
う
に
、『

塵
』に
は
佛
教
的
な
要
素
も
看
取
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
實
態
に
つ
い
て
以
下
、
い
く
つ
か
の
例
を
も
と
に
論
じ
て
み
よ

う
。
雍
也
篇
「
子
謂
子
夏
曰
女
爲
君
子
儒
」
章
の
「
儒
」
に
對
す
る
講
釋
に
お
い
て
、『

塵
』
は
、
朱
熹
『
集
注
』
の
「
儒
、
學
者
之

」
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を
基
本
義
と
し
て
提
示
し
た
後
、「
古
ノ
尺
（＝

釋
）
云
、
釋
迦
文
佛
者
能
儒
也
。
然
則
佛
モ

六
八
）

儒
也
」
と
述
べ
、
佛
も
儒
で
あ
る
こ
と
を
説

い
て
い
る
（
こ
の
記
述
、
應
永
本
に
は
無
し
）。
こ
の
事
例
か
ら
は
、
儒
佛
の
間
に
共
通
點
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

同

の
例
と
し
て
は
、
子
罕
篇
「
子
罕
言
利
與
命
與
仁
」
章
の
「
利
」
字
に
對
し
て
、『

塵
』
は
「
利
ト
ハ
元
亨
利
貞
ノ
利
也
。
佛
ノ
利

益
ト
同
シ
」
と
説
き
、
本
章
の
「
利
」
が
『
周
易
』
の
「
元
亨
利
貞
」
の
「
利
」
と
同
じ
で
、
さ
ら
に
は
佛
教
が
説
く
「
利
益
」
と
同
一

で
あ
る
こ
と
も
示
し
て
い
る
の
が

げ
ら
れ
る
。

述
而
篇
「
子
曰
甚
矣
吾
衰
也
」
章
に
對
す
る
講
説
に
お
い
て
、
宣
賢
は
、『
莊
子
』
大
宗
師
第
六
「
古
之
眞
人
、
其

不
夢
」
に
も
と
づ

く
「
聖
人
無
夢
」

六
九
）

説
を
提
起
し
た
後
、「
聖
人
モ
ス
ヘ
テ
夢
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
」
と
述
べ
た
上
で
、『
尚
書
』
説
命
上
序
に
見
え
る
高
宗
が
傅

説
を
夢
に
見
た
故
事
等
を

げ
て
、
聖
人
も
夢
を
見
る
こ
と
を
例
證
す
る
。
し
か
る
後
、「
佛
モ
出
家
セ
ン
ト
テ
、
夢
ミ
ル
コ
ト
ア
リ
」と

述
べ
、
佛
陀
も
出
家
の
際
に
夢
を
見
た
こ
と
を
例
示
し
て
い
る
。
こ
の
事
例
で
は
、
佛
陀
を
儒
家
の
聖
人
と
同
等
の
者
と
ま
で
見
な
し
て

い
る
よ
う
で
も
あ
る
。

朱
熹
は
、『
論
語
集
注
』
爲
政
篇
「
子
曰
攻
乎
異
端
」
章
に
お
い
て
、「
佛
氏
之
言
、
比
之
楊
墨
、
尤
爲
近
理
、
所
以
其
害
爲
尤
甚
。
學

者
當
如
淫
聲
美
色
以
遠
之
」
と
い
う
程
子
の
言
を
引
い
て
い
る
こ
と
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
佛
教
を
排
撃
し
た
。『

塵
』
に
は
多
く
の

新
注
系
の
解
釋
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
佛
教
に
對
す
る
態
度
に
關
し
て
は
、
そ
の
寛
容
度
に
お
い
て
程
・
朱
と
は
格
段
の
差
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
差
異
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
鎌
倉
時
代
に
伊
勢
神
道
が
發
生
し
た
こ
と
を
契
機
に
神
道
の
教
説
が
整
備
さ
れ
、
次
第
に
影

響
力
が

大
し
て
い
っ
た
こ
と
が
一
つ
の
要
因
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
古
代
朝
鮮
か
ら
六
世
紀
中
葉
に
傳
來
し
た
佛
教
が
人
々
に
受
け
入
れ

ら
れ
る
に
は
土
着
の
神
祇
思
想
と
結
び
つ
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
神
佛
習
合
が
な
さ
れ
、
日
本
の
神
々
は
早
く
か
ら
既
に
體
系
性
を
完
備

し
て
い
た
佛
教
の
教
理
に
從
屬
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
平
安
時
代
中
期
頃
に
提
唱
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
本
地
垂
迹
説
が
そ
の
見
や
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す
い
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
鎌
倉
幕
府
初
代
將
軍
源
頼
朝
（
一
一
四
七
〜
九
九
）
の
神
宮
崇
敬
等
を
契
機
と
し
て
、
神
道
の
教
理
を
整
備

す
る
必
要
が
生
じ

七
〇
）

る
と
、
教
理
が
未
發
達
だ
っ
た
神
道
は
、
既
に
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
た
佛
教
の
教
理
に
加
え
、
儒
學
の
學
説
を
取

り
込
む
こ
と
で
伊
勢
神
道
を
生
み
出

七
一
）

し
た
。
つ
ま
り
、
神
道
の
教
説
に
は
、
伊
勢
神
道
の
段
階
か
ら
神
・
佛
・
儒
の
三
教
が
併
存
し
て
い

た
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
後
、
發
生
し
た
別
の
宗
派
の
教
説
に
お
い
て
も
そ
の
併
存
状
況
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
か

七
二
）

っ
た
。

清
原
宣
賢
の
實
父
吉
田
兼
倶
は
、
室
町
以
後
數
百
年
に
お
よ
ぶ
神
道
界
を
支
配
し
た
吉
田
神
道
の
創
始
者
で
あ
り
、
宣
賢
は
幼
少
に
し

て
清
原
家
の
養
子
と
な
っ
た
が
、
生
家
の
學
問
も
兼
修
し
て
い
た
こ
と
は
、『
日
本
書
紀
』神
代

を
講
釋
す
る
た
め
の
抄
物
を

し
て
い

る
こ
と
か
ら
窺
わ
れ
る
。
つ
い
で
な
が
ら
、
京
都
大
學
清
家
文
庫
所
藏
の
「
日
本
書
紀
神
代

抄
」（
請
求
番
號：

五
｜
〇
五
｜
ニ
一
）
と

題
す
る
抄
物
の
中
に
お
い
て
、
宣
賢
は
『
纂
疏
』
を
頻
繁
に
引
用
し
て
い
る
。

『

塵
』の
中
で
佛
教
の
教
説
が
説
か
れ
る
の
は
、
三
教
一
致
の
神
道
學
説
の
影
響
を
受
け
た
た
め
で
あ
り
、
そ
の
影
響
は
生
家
の
吉
田

家
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
か
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
應
永
本
に
す
で
に
神
道
や
佛
教
の
教
説
が
引
か
れ
て
お
り
、
そ
の
多
く
が
『

塵
』

と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
鎌
倉
時
代
以
後
の
神
道
の
發
展
と
い
う
大
き
な
流
れ
が
清
原
家
の
學
問
に
作
用
し
た
の
が
主
因
と

見
る
の
が
妥
當
で

七
三
）

あ
る
。
應
永
本
と
『

塵
』
を
比
較
す
る
と
、
佛
教
に
關
す
る
言
及
は
『

塵
』
の
方
が
多
く
、『
論
語
私
抄
』
に
は
さ

ら
に
多
く
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
清
原
家
の
『
論
語
』
講
釋
に
對
す
る
佛
教
の
影
響
は
、
時
が
進
む
に
つ
れ
て
増
大
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。『
論
語
抄
』
に
お
け
る
佛
説
の
提
示
は
少
數
に
と
ど
ま
る
も
の
の
、
清
原
家
に
お
け
る
『
論
語
』
受
容
の
過
程
を
跡
づ
け
る

た
め
に
は
無
視
し
得
な
い
要
素
で
あ
り
、
今
後
、
そ
の
利
用
の
實
態
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
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六
、
結
論

本
稿
で
は
、
日
本
に
お
い
て
古
く
か
ら
重
ん
じ
ら
れ
た
『
論
語
』
の
受
容
の
特
色
を
探
る
た
め
、
關
連
資
料
が
大
量
に
傳
存
し
て
い
る

清
原
家
の
中
で
こ
の
經
典
が
ど
の
よ
う
に
解
釋
・
傳
授
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。
清
原
家
は
明
經
博
士
家
の
一
と
し
て
、
日

本
に
お
け
る
最
初
の
教
學
機
關
・
官
吏
養
成
機
關
で
あ
る
大
學
寮
に
お
い
て
、
十
一
世
紀
始
め
以
降
、
世
襲
的
に
經
書
の
講
義
を

當
し

て
お
り
、
そ
の
經
説
の
權
威
は
比
類
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
十
二
世
紀
後
半
に
大
學
寮
が

失
し
て
そ
の
機
能
が
失
わ
れ
る
と
そ
の
地
位

に
深
刻
な
打
撃
が
及
ん
だ
が
、
以
後
は
主
要
な
活
動
を
貴
顯
へ
の
講
義
に
變
え
、
歴
代
の
天
皇
へ
の
進
講
を
務
め
る
な
ど
し
て
、
江
戸
時

代
に
入
る
ま
で
一
定
の
學
術
上
の
影
響
力
を
維
持
し
續
け
た
。

清
原
家
の
經
説
は
、
點
本
と
抄
物
の
二
つ
を
通
し
て
傳
承
さ
れ
た
。
點
本
は
經
書
に
訓
點
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
訓
點
は
「

説
」
と
し
て
一
子
相
傳
に
近
い
形
で

儀
の
如
く
傳
授
さ
れ
た
。
抄
物
は
講
義
の
草
稿
や
聞
書
で
あ
り
、
こ
の
記
録
か
ら
當
時
の
講
義
の

子
を
如
實
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
兩
種
の
資
料
に
關
し
て
、
宣
賢
に
關
連
す
る
も
の
が
最
も
多
く

っ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で

は
宣
賢
の
『
論
語
』
解
釋
を
考
察
の
中
心
と
し
た
。

ま
ず
點
本
に
つ
い
て
見
る
と
、
漢
字
の
音
を
表
わ
す
訓
點
に
關
し
て
、『
論
語
』
經
文
の
字
音
を
定
め
る
た
め
の
基
本
資
料
が
『
經
典
釋

文
』
で
あ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
清
原
家
の
點
本
と
『
釋
文
』
を
比
較
す
る
と
、
音
注
と
し
て
の
訓
點
の
か
な
り
の
部
分
は

『
釋
文
』
に
從
っ
て
い
る
が
、『
釋
文
』
音
注
の
記
入
漏
れ
や
誤
記
も
相
當
數
に
上
り
、『
釋
文
』
へ
の
依
存
の
度
合
い
が
先
行
研
究
が
説
い

て
い
る
よ
う
に
絶
對
的
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
點
本
の
訓
點
に
は
現
行
本
『
釋
文
』
に
は
見
え
な
い
音
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注
も
あ
り
、
清
原
家
の
『
論
語
』
點
本
に
は
通
行
本
よ
り
古
い
形
態
の
『
釋
文
』
が
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
判
明
し
た
。

次
に
音
義
を
定
め
る
際
に
『
釋
文
』
に
對
し
て
高
い
依
存
度
を
示
す
理
由
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
桓
武
天
皇
の
詔
に
よ

り
、
同
時
期
の
中
國
音
に
近
い
日
本
の
漢
字
音
で
あ
る
漢
音
に
從
っ
て
漢
籍
を
讀
む
こ
と
が
命
ぜ
ら
れ
、
儒
家
經
典
を
音
讀
す
る
際
の
正

し
い
音
が
漢
音
と
規
定
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
字
音
と
清
原
家
の
經
説
の
格
式
を
維
持
・

承
す
る
基
準
書
と
し
て
『
釋
文
』
が
利
用
さ
れ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

訓
點
の
機
能
は
音
注
の
方
面
に
と
ど
ま
ら
ず
、
漢
字
の
意
味
や
文
法
的
機
能
を
示
す
た
め
の
義
注
と
し
て
の
役
割
も

っ
て
お
り
、
そ

の
種
の
訓
點
に
も
考
察
を
加
え
て
み
た
。
清
原
家
の
『
論
語
』
點
本
は
そ
の
大
半
が
『
集
解
』
本
で
あ
る
事
實
が
示
す
通
り
、
義
注
と
し

て
の
訓
は
、
多
く
の
場
合
、
何
晏
『
集
解
』
に
示
さ
れ
て
い
る
訓

や
解
釋
を
踏
襲
し
て
お
り
、
皇
侃
『
義
疏
』
の
訓

も
大
量
に
用
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。『
義
疏
』の
利
用
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
の
書
物
が
一
旦
滅
ん
だ
中
國
と
は
異
な
る
日
本
獨
自
の
經
典
の

流
傳
状
況
が
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
清
原
家
が
『
論
語
』
の
全
面
に
わ
た
っ
て
古
注
に
從
っ
て
義
注
と
し
て
の
訓
を
附
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、『
集
解
』
よ
り
遙
か
に
詳
細
な
『
義
疏
』
が
國
内
に
傳
存
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
し
、
中
國
に
お
い
て
朱
子
學
が
發
生
し
て
普
及
す
る
と
、
そ
の
影
響
は
次
第
に
日
本
に
も
及
び
始
め
た
。
古
注
一
色
だ
っ
た
點
本

の
訓
點
に
も
新
注
系
の
解
釋
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
こ
と
が
確
認
で
き
る
事
例
は
僅
か
な
部
分
に
と
ど
ま
る
。
そ
れ
は
、

點
本
は
基
本
的
に
非
公
開
の
文

で
、
家
學
の
權
威
を
維
持
す
る
た
め
に
は
由
緒
あ
る
家
説
が
變
更
を
加
え
ら
れ
ぬ
ま
ま
傳
承
さ
れ
る
こ

と
が
重
視
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
こ
と
は
、
清
原
家
の
學
問
が
朱
子
學
の
影
響
を
ほ
と
ん
ど
受
け
な
か
っ

た
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
抄
物
を
讀
む
こ
と
で
明
ら
か
と
な
る
。

講
義
の
記
録
で
あ
る
抄
物
に
つ
い
て
言
う
と
、
多

な
受
講
者
が
持
つ
關
心
に
對
應
す
る
た
め
に
は
、
絶
え
ず
新
し
い
學
術
情
報
を
取
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り
込
む
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
、
抄
物
に
お
け
る
新
注
の
取
り
込
み
の
状
況
は
點
本
の
場
合
と
は
異
な
る
こ
と
が
豫
測

さ
れ
、
先
行
研
究
を
參
考
に
す
る
と
、
抄
物
に
は
點
本
よ
り
遙
か
に
高
い
比
率
で
新
注
系
の
解
釋
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

た
。
そ
れ
で
も
、
解
釋
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
古
注
系
の
解
釋
で
あ
り
、
先
行
研
究
を
參
考
に
す
る
と
、
全
體
の
講
釋
に

お
け
る
新
注
の
採
用
率
は
三
割
前
後
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

現
在

っ
て
い
る
幾
つ
か
の
抄
物
を
比
較
す
る
と
、
清
原
家
に
お
い
て
は
、
先
行
の
抄
物
を
下
敷
き
に
し
、
そ
の
上
に
少
し
ず
つ
新
た

な
内
容
を
付
け
足
し
て
行
っ
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
、
點
本
の
み
な
ら
ず
抄
物
ま
で
も
家
の
中
で
傳
授
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

清
原
家
の
『
論
語
抄
』
は
、
古
注
系
と
新
注
系
の
解
釋
を

ぎ
接
ぎ
す
る
こ
と
で
出
來
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
中
に
は
日
本
獨
自
の

『
論
語
』
解
釋
が
展
開
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
子
罕
篇
「
子
欲
居
九
夷
。
或
曰
、
陋
如
之
何
。
子
曰
、
君
子
居
之
、
何
陋
之
有
」
の
一

章
の
「
九
夷
」
が
日
本
、「
君
子
」
が
天
皇
を
指
す
と
す
る
解
釋
は
、
そ
の
顯
著
な
一
例
で
あ
る
。
こ
の
獨
自
な
解
釋
は
、
北
畠
親
房
『
神

皇
正
統
記
』
に
代
表
さ
れ
る
神
國
意
識
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

神
國
意
識
は
、
憲
問
篇
「
子
曰
君
子
道
者
三
」
章
に
お
け
る
「
知
・
仁
・
勇
」
に
對
す
る
解
釋
の
中
で
、
こ
の
三
つ
の
徳
目
を
三
種
の

神
器
に
關
連
づ
け
る
論
法
に
も
現
れ
て
い
た
。
ま
た
、
宣
賢
が
同
章
の
講
釋
を
す
る
際
に
參
考
に
し
た
と
思
わ
れ
る
一
條
兼
良
『
日
本
書

紀
纂
疏
』
で
は
、
宣
賢
と
同

の
議
論
に
續
い
て
、
さ
ら
に
「
知
・
仁
・
勇
」
と
佛
教
の
三
因
佛
性
の
關
連
に
も
説
き
及
ん
で
お
り
、
そ

こ
か
ら
神
道
・
儒
學
・
佛
教
の
三
教
の
共
通
性
に
ま
で
議
論
が
發
展
し
て
い
る
。
同
章
に
對
す
る
宣
賢
『
論
語

塵
』
に
は
、
そ
の
よ
う

な
議
論
は
見
ら
れ
な
い
が
、
他
の
章
を
講
釋
す
る
中
で
三
教
の
一
致
が
説
か
れ
て
い
る
事
實
も
確
認
で
き
た
。

右
の
よ
う
な
獨
自
の
解
釋
の
出
現
は
、
日
本
の
宗
教
事
情
と
關
連
が
あ
る
。
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
神
道
が
源
頼
朝
の
崇
敬
を
受
け
る
よ

う
に
な
る
と
、
神
道
は
そ
の
教
理
を
整
備
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
從
來
、
特
定
の
經
典
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
神
道
は
、
既
に
不
可
分
に
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結
び
つ
い
て
い
た
佛
教
の
教
理
に
加
え
、
儒
學
の
學
説
を
取
り
込
む
こ
と
で
伊
勢
神
道
を
生
み
出
し
た
。
こ
の
よ
う
に
神
道
は
、
發
生
の

當
初
か
ら
神
・
佛
・
儒
の
三
教
が
併
存
し
て
お
り
、
そ
の
後
生
じ
た
神
道
各
宗
派
の
教
説
に
お
い
て
も
三
教
が
併
存
す
る
枠
組
み
は
維
持

さ
れ
た
。『

塵
』
に
は
神
道
の
教
説
に
も
と
づ
く
一
條
兼
良
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
宣
賢
が
『

塵
』
の
中
で
佛
教

に
論
及
す
る
背
景
に
は
、
神
道
の
興
起
と
發
展
と
い
う
宗
教
上
の
要
因
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
宣
賢
の
實
父
が
吉
田
神
道
の
創
始
者
で
あ

る
吉
田
兼
倶
で
あ
る
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
要
素
だ
が
、
清
原
家
『
論
語
抄
』
に
お
い
て
は
、
既
に
應
永
本
に
お
い
て
、
神
佛
一
致

の
主
張
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
主
張
が
神
道
系
の
著
作
に

發
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
、
宣
賢
に
至
る
よ
り
前
に
清
原
家
が
神
道

の
教
説
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

本
稿
の
考
察
を
通
し
て
、
日
本
の
中
世
に
お
け
る
儒
家
經
典
の
解
釋
の
主
流
を
な
し
た
明
經
博
士
家
に
よ
る
經
説
の
内
容
と
そ
の
傳
授

の
實
態
の
一
端
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
論
を
結
ぶ
に
當
た
り
、
經
典
に
對
す
る
最
も
權
威
あ
る
解
釋
が
「

説
」
と
し
て
博
士
家
の
中
で

獨
占
的
に
受
け

が
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
き

七
四
）

た
い
。
實
は
、
日
本
の
中
世
に
お
け
る
閉
鎖
性
は
、
學
問
の
分
野
だ
け
に
と
ど

ま
ら
な
い
。
室
町
時
代
に
は
、
文
學
・
藝
能
・
音

な
ど

々
な
分
野
に
お
い
て
、
そ
の
技
藝
を

傳
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
中
で
傳

授
す
る
こ
と
が
珍
し
く
な
か

七
五
）

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
風
潮
を
生
じ
た
背
景
に
關
し
て
、
林
屋
辰
三
郎
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

か
か
る
公
家
社
會
に
於
け
る
家
學
、
家
藝
の

傳
は
、
要
す
る
に
あ
ら
ゆ
る
點
に
於
い
て
實
力
を
失
っ
た
宮
廷
人
ら
の
、
そ
の
傳
統

を
背
景
に
し
た
最
後
の
據
點
で
あ
っ
た
の
で
、
僅
に
か
か
る
架
空
に
近
い
獨
占
的
知
識
に
よ
っ
て
權
威
を

い
、
或
は
そ
れ
に
よ
っ

て
生
計
の
維
持
を
も
圖
っ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
と

七
六
）

思
う
。

室
町
の
宮
廷
人
が
自
家
の
技
藝
を
「

説
」
と
し
て
公
開
し
な
か
っ
た
の
は
、

儀
性
を
保
つ
こ
と
で
そ
の
技
藝
の
權
威
を
維
持
し
、

崩

に
向
か
う
室
町
の
宮
廷
社
會
の
中
で
自
ら
が
屬
す
る
一
門
を
守
ろ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
り
、
清
原
氏
が
家
説
を
「

説
」
と
し
て
守
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り
傳
え
た
理
由
の
一
端
も
、
そ
の
點
に
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
小
林
芳
規
氏
が
「
獨
占
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
襲
と
し
て
の
生
活
が

守
ら
れ
る
こ
と
と
密
接
な
關
係
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

七
七
）

れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
通
り
で
も
あ
る
。

日
本
の
中
世
に
お
け
る
經
説
の
閉
鎖
性
は
、
中
國
に
お
い
て
最
も
權
威
あ
る
經
書
の
解
釋
が
科

試

に
お
け
る
基
準
書
の
形
で
規
定

さ
れ
、
知
識
人
が
容
易
に
手
に
取
る
こ
と
が
で
き
た
の
に
比
べ
る
と
、
著
し
い
對
照
を
示
し
て
い
る
。
隋
唐
期
に
科

試

が
導
入
さ
れ

た
中
國
で
は
、
當
初
は
諸
經
の
『
正
義
』
が
經
書
解
釋
の
基
本
で
あ
り
、
元
以
後
は
、『
論
語
集
注
』
を
含
む
『
四
書
集
注
』
を
始
め
と
す

る
朱
子
學
系
の
注
釋
が
そ
れ
に
代
わ
り
、
科

に
お
け
る
基
準
書
と
し
て
の
地
位
は
清
末
ま
で
維
持
さ
れ
た
。
任
官
を
目
ざ
す
數
多
の
受

生
は
、
そ
れ
ら
の
諸
書
を
讀
む
こ
と
に
よ
っ
て
正
統
と
さ
れ
る
經
説
に
た
や
す
く

れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
權
威

あ
る
經
説
は
、
日
本
に
お
い
て
は
「

説
」
と
し
て
限
ら
れ
た
者
に
よ
っ
て
獨
占
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
權
威
が
保
た
れ
た
の
に
對

し
、
中
國
に
お
い
て
は
科

試

に
お
い
て
誰
も
が
從
う
べ
き
基
準
と
し
て
公
式
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
で
そ
の
權
威
が
維
持
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

宣
賢
の
抄
物
に
對
し
て
は
論
究
す
べ
き
課
題
が
ま
だ
多
く

さ
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
張
寶
三
氏
が
『
毛
詩
抄
』
を
論
じ
た
際
に
着
目

し
た
諸
點
、
す
な
わ
ち
抄
に
お
け
る
解
釋
と
『
正
義
』
と
の
關
係
、
抄
の
中
に
引
か
れ
て
い
る
「
師
説
」
や
「
江
家
説
（＝

文
書
博
士
家

た
る
大
江
家
の
説
）」の
利
用
の

七
八
）

實
態
な
ど
は
今
後
の
究
明
を
必
要
と
す
る
が
、
こ
れ
ら
を
含
め
本
稿
で
論
じ
き
れ
な
か
っ
た
諸
點
に
つ
い

て
は
別
の
機
會
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

﹇
附
記
﹈

本
稿
は
、
二
〇
〇
六
年
八
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
「
東
ア
ジ
ア
の
經
典
解
釋
に
お
け
る
言
語
分
析
」
第
一
回
國
際
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學
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
於
北
海
道
大
學
百
年
記
念
會
館
大
會
議
室
）
に
お
い
て
、「
明
經
博
士
家
的
《
論
語
》
詮
釋
｜

以
清
原
宣
賢
爲
例
」

と
題
し
て
發
表
し
た
論
文
を
も
と
に
作
成
し
た
。

本
稿
で
用
い
た
『
論
語
』
關
係
訓
點
資
料
お
よ
び
抄
物
に
は
、
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
清
家
文
庫
所
藏
本
で
「
京
都
大
學
電
子
圖

書
館
貴
重
畫
像
資
料
」
に
お
い
て
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
（h

ttp
: //d

d
b
.lib

n
et.k

u
lib
.k
y
o
to
-u
.a
c.jp

/ex
h
ib
it /in

d
ex
.h
tm
l

）、
そ
れ

に
北
海
道
大
學
大
學
院
文
學
研
究
科
名
譽
教
授
石
塚
晴
通
氏
の
所
藏
に
係
る
諸
本
の
複
寫
が
含
ま
れ
て
い
る
。
本
稿
の
草
稿
段
階
に
お
い

て
、
廣
島
大
學
大
學
院
文
學
研
究
科
教
授
野
間
文
史
氏
に
は
貴
重
な
る
資
料
を
教
示
し
て
い
た
だ
き
、
北
海
道
大
學
大
學
院
文
學
研
究
科

准
教
授
松
江
崇
氏
に
は
、
記
述
の
誤
謬
を
幾
つ
か
指
摘
し
て
い
た
だ
い
た
。
資
料
を
閲

し
、
有
益
な
情
報
に
接
す
る
機
會
を
提
供
し
て

下
さ
っ
た
各
機
關
・
各
位
に
對
し
て
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
。

な
お
、
本
稿
は
、
日
本
學
術
振
興
會
科
學
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
日
本
中
世
期
の
經
書
學
に
關
す
る
基
礎
的
研
究
」（
課
題

番
號：

一
九
三
二
〇
〇
〇
八
。
研
究
代
表
者：
水
上
雅
晴
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注

（
一
）
『
論
語
』
述
而
篇
に
「
子
曰
、
我
非
生
而
知
之
」
と
あ
り
、
季
氏
篇
に
「
生
而
知
者
、
上
也
」
と
あ
る
。

（
二
）
『
論
語
』
學
而
篇
に
「
子
曰
、
道
千
乘
之
國
、
敬
事
而
信
、
節
用
而
愛
人
、
使
民
以
時
」
と
あ
る
。

（
三
）

十
七
條
憲
法
條
文
の
典
據
に
關
し
て
は
、
玄
惠
法
印
『
十
七
條
憲
法
注
』
に
對
し
て
五
十
嵐
祐
宏
氏
が
施
し
た
細
注
（
同
氏
『
憲
法
十
七
條
序
説
』
第
二

編
「
憲
法
十
七
條
註
釋
選
集
」、
九
七
〜
一
二
七
頁
、
藤
井
書
店
、
一
九
四
三
年
）
に
よ
る
指
摘
が
詳
細
で
あ
る
。

（
四
）

天
平
寶
字
元
年
（
七
五
七
）
に
公
布
さ
れ
た
『
養
老
令
』
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

凡
禮
記
・
左
傳
、
各
爲
大
經
。
毛
詩
、
周
禮
、
儀
禮
、
各
爲
中
經
。
周
易
、
尚
書
、
各
爲
小
經
。
通
二
經
者
、
大
經
内
通
一
經
、
小
經
内
通
一
經
。
若
中
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經
、
即
併
通
兩
經
。
其
通
三
經
者
、
大
經
、
中
經
、
小
經
、
各
通
一
經
。
通
五
經
者
、
大
經
竝
通
。
孝
經
・
論
語
、
皆
須
兼
通
。（
學
令
第
十
一
、
第
七
條
）

こ
れ
は
『
新
唐
書
』

四
十
四
「
選

志
」
所
掲
の
學
令
に
記
さ
れ
て
い
る
規
定
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
明
ら
か
に
そ
れ
を
模
し
た
も
の
で
あ
る
。

凡
禮
記
・
春
秋
左
氏
傳
爲
大
經
、
詩
・
周
禮
・
儀
禮
爲
中
經
、
易
・
尚
書
・
春
秋
公
羊
傳
・
穀
梁
傳
爲
小
經
。
通
二
經
者
、
大
經
・
小
經
各
一
、
若
中
經

二
。
通
三
經
者
、
大
經
・
中
經
・
小
經
各
一
。
通
五
經
者
、
大
經
皆
通
、
餘
經
各
一
、
孝
經
・
論
語
、
皆
兼
通
之
。

（
五
）

桃
裕
行
『
上
代
學
制
の
研
究
（
改
訂
版
）』
三
四
六
、
三
一
九
〜
二
〇
、
三
二
八
頁
（
初
版
、
大
倉
書
店
、
一
九
一
六
年
。
改
訂
版
、
思
文
閣
出
版
、
一
九

九
四
年
）。

（
六
）

和
島
芳
男
『
中
世
の
儒
學
』
第
一
章
第
四
節
「
博
士
家
と
そ
の
家
學
」、
第
三
章
第
四
節
「
清
家
學
の
展
開
」（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
。
新

版
は

一
九
九
六
年
）
な
ど
。

（
七
）

大
江
文
城
『
本
邦
四
書
訓
點

に
注
解
の
史
的
研
究
』
第
一
編
第
一
章
「
四
書
の
加
點
」（
關
書
院
、
一
九
三
五
年
）
五
二
頁
に
は
、「
五
山
も
、
足
利
學

校
も
、
皆
齊
し
く
『
明
經
家
四
書
』
の
下
に
走
り
、
そ
の
讀
法
は
、
家
點
に
準
則
を
求
め
ん
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
あ
り
、
明
經
家
が
『
四
書
』
に
對

し
て
附
し
た
訓
點
が
當
時
に
お
け
る
經
書
讀
解
上
の
基
準
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
林
羅
山
（
一
五
八
三
〜
一
六
五
七
）
が
京
都
で
新
注

に
も
と
づ
い
た
經
書
の
講
義
を
し
た
と
こ
ろ
、
博
士
家
の
清
原
（
舟
橋
）
秀
賢
か
ら
、「
我
朝
い
に
し
へ
よ
り
經
書
を
講
ず
る
は
、
勅
許
な
く
て
は
つ
か
ふ
ま

つ
ら
ざ
る
事
な
り
。
志
か
る
に
道
春
私
に
閭
巷
に
講
帷
を
下
し
、
且
漢
唐
の
注
疏
に
遵
は
ず
、
宋
儒
の
新
説
を
用
ゆ
る
事
、
そ
の
罪
か
ろ
か
ら
ざ
る
よ
し
」

の
訴
え
が
出
さ
れ
た
、
と
い
う
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
（『
東
照
宮
御
實
記
附
録
』

二
十
二
）
は
、
實
録
か
否
か
は
さ
て
お
き
、
こ
の
よ
う
な
記
録
が

っ
て

い
る
こ
と
自
體
、
博
士
家
以
外
の
者
が
公
に
經
書
の
講
義
を
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
時
期
が
長
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

（
八
）

和
島
氏
前
掲
書
一
七
二
〜
三
頁
。

（
九
）

國
會
圖
書
館
藏
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
寫
本
二

。
請
求
番
號：

Ｗ
Ａ
一
六
｜
九
。
こ
の
寫
本
に
關
す
る
書
誌
學
的
解
説
は
、
阿
部
隆
一
「
室
町
以
前

邦
人
撰
述
論
語
孟
子
注
釋
書
（
上
）」、
六
一
〜
八
頁
（
慶
應
義
塾
大
學
附
屬
研
究
所
斯
道
文
庫
編
『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
二
輯
、
一
九
六
三
年
三
月
）
を
參

照
。
な
お
、
同
寫
本
の
影
印
が
『
近
代
語
研
究
』
第
三
集
（
武
藏
野
書
院
、
一
九
七
二
年
）
に
收
録
さ
れ
て
い
る
。

（
一
〇
）

宮
内
廳
書
陵
部
藏
（
請
求
番
號：

四
五
七
｜
二
〇
〇
）。

（
一
一
）
「
大
外
記
」
は
、
内
記
の
作
っ
た
詔
書
の

討
、
奏
文
の
作
成
、
先
例
の
考
勘
な
ど
を
掌
る
官
職
で
、
清
原
・
中
原
兩
家
が
世
襲
し
た
。
大
學
寮
紀
傳
道

の
教
育
機
關
で
あ
る
文
章
院
が
中
國
風
に
「
翰
林
院
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
明
經
道
に
屬
す
る
清
原
氏
と
は
關
係
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
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こ
の
場
合
の
「
翰
林
院
」
は
別
に
含
義
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
。
卑
見
に
よ
る
と
、
朝
廷
内
の
文
筆
の
こ
と
を
掌
る
點
で
翰
林
と
大
外
記
が
類
似
し
て
い
る

た
め
、
大
外
記
等
が
配
屬
さ
れ
る
部
局
で
あ
る
外
記
局
を
中
國
風
に
呼
ん
で
「
大
外
記
」
の
上
に
冠
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
一
二
）

古
活
字
版
『
論
語
抄
』
の
記
事
は
、
足
利
衍
述
『
鎌
倉
室
町
時
代
之
儒
教
』
五
一
二
頁
（
日
本
古
典
全
集
刊
行
會
、
一
九
三
二
年
。
復
刻
版
は
、
有
明

書
房
、
一
九
八
〇
年
）
所
掲
の
萬
里
集
九
（
一
四
二
八
〜
？
）
の
『
曉
風
集
』
序
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
原
文
中
の
「
翰
林
院
大
外
記
」
が
業
忠
を
指
す
こ

と
は
、
諸
家
が
一
致
し
て
い
る
が
、
文
中
に
見
え
る
「
西
京
」
と
「
東
洛
」
を
何
を
指
す
か
に
つ
い
て
は
、
林
泰
輔
氏
（『
論
語
年
譜
』
後
花
園
天
皇
長
祿
三

年
﹇
一
四
五
九
﹈
條
。
大
倉
書
店
、
一
九
一
六
年
）
と
足
利
衍
述
氏
（『
鎌
倉
室
町
時
代
之
儒
教
』
五
一
三
頁
）
と
で
は
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は

足
利
氏
の
説
に
從
っ
た
。

（
一
三
）

清
原
宣
賢
の
主
な
事
蹟
と
著
述
に
關
し
て
は
、
足
利
氏
前
掲
書
四
七
〇
〜
七
頁
に
略
年
譜
と
併
せ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
足
利
氏
以
後
の
諸
家
に
よ
る

紹
介
は
、
張
寶
三
「
清
原
宣
賢
《
毛
詩
抄
》
研
究
｜
以
和
《
毛
詩
注
疏
》
之
關
係
爲
中
心
」
第
二
節
（
張
寶
三
・
楊
儒
賓
編
『
日
本
漢
學
研
究
續
探
｜
思
想

文
化
篇
』、
東
亞
文
明
研
究
叢
書
三
十
九
、
國
立
臺
灣
大
學
出
版
中
心
、
二
〇
〇
五
年
）
に
列

さ
れ
て
い
る
。

（
一
四
）

以
上
の
事
例
を
採
集
す
る
に
際
し
て
は
、
林
泰
輔
『
論
語
年
譜
』
を
參
考
に
し
、
同
年
譜
中
に
示
さ
れ
て
い
る
典
據
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
再
調
査

し
た
。

（
一
五
）

足
利
氏
前
掲
書
四
八
五
頁
。

（
一
六
）

中
田
祝
夫
『（
改
訂
版
）
古
點
本
の
國
語
學
的
研
究

總
論
編
』
第
一
編
第
三
章
「
點
本
の
起
源
と
そ
の
成
立
」、
一
二
七
〜
八
頁
（
勉
誠
社
、
一
九
七

九
年
）。

（
一
七
）

清
原
家
抄
『
論
語
』
の
テ
キ
ス
ト
の
變
遷
に
つ
い
て
は
、
武
内
義
雄
『
論
語
之
研
究
』
附
録
第
二
節
第
三
項
「
清
原
家
證
本
の
變
遷
」（
岩
波
書
店
、
一

九
三
九
年
）
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
清
原
家
『
論
語
』
加
點
本
の
主
要
な
版
本
の
紹
介
と
解
説
は
、
和
島
芳
男
「
清
家
の
點
本
と
そ
の
家
學
（
下
）」

（『
神
戸
女
學
院
大
學
論
集
』
第
十

第
一
號
、
一
九
六
三
年
）
を
參
照
。

（
一
八
）
『
論
語
』
以
外
の
經
書
點
本
の

書
を
見
る
と
、
そ
の
こ
と
が
明
確
に
な
る
。
小
林
芳
規
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
讀
の
國
語
史
的
研
究
』
附

録

「
漢
籍
古
點
本

書
識
語
集
」（
東
京
大
學
出
版
會
、
一
九
六
七
年
）
に
收
録
さ
れ
て
い
る
以
下
の
記
述
は
、
清
原
家
の
訓
點
が
鎌
倉
時
代
ま
で
に
確
立

し
て
い
た
こ
と
を
裏
打
ち
す
る
。

養
和
二
年
（
一
一
八
二
）
四
月
三
日
、
以
家
説
授
良
別
駕
了
。
御
判
（
頼
業
）。（
宮
内
廳
書
陵
部
藏
『
禮
記
』﹇
十
九

。

一
闕
﹈
第
二

書
）
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保
延
五
年
（
一
一
三
九
）
五
月
十
八
日
、
受
庭
訓
了
。
頼
業
。（
東
洋
文
庫
所
藏
『
春
秋
經
傳
集
解
』

十
﹇
一
軸
﹈

書
）

承
安
四
年
（
一
一
七
四
）
午甲

正
月
旬上

肥
州
二
千
石
令
授
于
予
筆
、
即
以
清
家
之
證
本
寫
取
也
。（
猿
投
神
社
所
藏
『
古
文
孝
經
』
一
帖
﹇
建
久
六
年
寫
本
﹈）

（
一
九
）

原
文
「
壽
永
二
年
仲
春
四
日
、
廢
務
之
日
、
及
晩
陰
、
一
部
二
十

、
授

説
於
良
業
別
駕
了
。
大
外
史
御
判
頼
業
」。

（
二
〇
）

武
内
氏
前
掲
書
三
一
六
頁
。

（
二
一
）

足
利
氏
前
掲
書
八
四
四
頁
。

（
二
二
）

こ
こ
の
反
切
の
誤
り
に
關
し
て
、
黄

氏
は
「〞
尤
〝
字
承
宋
本
之
誤
。
蜀
本
・
何
校
本
作
〞
力
〝、
是
也
」
と
述
べ
、
通
志
堂
本
も
祖
本
と
し
て
い
る

宋
本
の
誤
記
に
起
因
す
る
と
説
明
し
て
い
る
。『
經
典
釋
文
彙
校
』
第
二
十
四
、
二
〇
九
頁
（
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
）。
清
原
氏
が
宋
版
『
釋
文
』
を
參

照
し
て
い
た
ら
、
宋
版
に
も
と
づ
い
て
い
る
通
志
堂
本
『
釋
文
』
と
同
じ
音
注
に
書
き
改
め
て
し
ま
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
、
新
美
保
秀
氏
は
、「
我
國

古
傳
論
語
諸
古
寫
本
に
書
入
ら
れ
た
論
語
釋
文
の
音
韻
學
的
性
格
と
價
値
」（『
斯
文
』
第
二
十
八
號
、
斯
文
會
、
一
九
六
一
年
）
に
お
い
て
、
右
の
例
を
含

め
清
原
家
點
本
中
の
反
切
書
き
入
れ
に
よ
っ
て
現
行
『
釋
文
』
の
誤
記
を
正
す
こ
と
が
で
き
る
事
例
を
八
つ

げ
て
い
る
。

（
二
三
）

坂
井
健
一
「《
論
語
釋
文
》
の
「
書
キ
入
レ
」
に
つ
い
て
」（『
中
國
語
學
研
究
』
二
〇
六
頁
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
五
年
。
原
載
、『
日
本
中
國
學
會
報
』

第
二
十
一
集
、
一
九
六
九
年
十
二
月
）。
坂
井
氏
は
、
通
行
本
の
字
音
表
記
と
三
種
の
點
本
に
お
け
る
字
音
表
記
と
を
比
較
し
、
ま
た
點
本
所
掲
の
字
音
表
記

を
『
切
韻
』
系
音
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
結
論
に
達
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
先
に
見
た
通
り
、
清
原
家
點
本
間
の
字
音
の
相
違
、
字
音

の
知
識
が
不
足
し
て
い
る
者
が
書
き
入
れ
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
の
で
、
點
本
の
字
音
表
記
に
無
條
件
に
從
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
留
意

す
べ
き
で
あ
る
。
書
き
入
れ
時
の
誤
寫
の
事
例
は
、
新
美
保
秀
「
我
國
古
傳
論
語
諸
古
寫
本
に
書
入
ら
れ
た
論
語
釋
文
の
音
韻
學
的
性
格
と
價
値
」
の
中
で

一

表
に
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
新
美
保
秀
「
我
國
古
傳
論
語
諸
古
寫
本
に
書
入
レ
ら
れ
た
論
語
釋
文
の
性
格
と
價
値
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
九
集
、

一
九
五
七
年
十
月
）
は
、
比
較
す
る
資
料
が
『
論
語
』
古
寫
本
と
『
釋
文
』
諸
本
に
と
ど
ま
る
も
の
の
、
坂
井
氏
の
先
行
研
究
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

（
二
四
）

何
晏
『
集
解
』
序
「

邪
王
卿
」
句
の
「

」
字
に
對
す
る
釋
文
「
本
或
作
瑯
」
の
下
の
圈
識
に
續
け
て
、
黄

氏
は
、「
古
逸
叢
書
覆
正
平
本
論
語
集

解
（
後

正
平
本
）
作
瑯
」
と
注
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
黄
氏
は
、
黎
庶
昌
輯
『
古
逸
叢
書
』
所
收
の
正
平
版
『
論
語
』
を
對
校
資
料
と
し
て
利
用
し
て
い

る
。
正
平
版
『
論
語
』
に
つ
い
て
は
、
川
瀬
一
馬
「
正
平
本
論
語

」（『
日
本
書
誌
學
之
研
究
』、
大
日
本
雄
辯
會
講
談
社
、
一
九
四
三
年
）
を
參
照
。

（
二
五
）

大
學
寮
の
創
設
時
期
に
關
す
る
諸
説
と
そ
れ
ぞ
れ
に
對
す
る
分
析
は
、
久
木
幸
男
『
日
本
古
代
學
校
の
研
究
』
第
一
部
第
一
章
第
一
節
「
大
學
寮
の
創

設
」（
玉
川
大
學
出
版
部
、
一
九
九
〇
年
）
を
參
照
。
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（
二
六
）

陸
徳
明
の
生
平
に
關
し
て
は
、
木
島
史
雄
「
陸
徳
明
學
術
年
譜
」（『
東
方
學
報
・
京
都
』
第
六
十
八

、
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
、
一
九
九
六
年

三
月
）
を
參
照
。

（
二
七
）

日
本
の
漢
字
音
研
究
の
動
向
に
關
し
て
は
、
沼
本
克
明
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』
序
論
（
武
藏
野
書
院
、
一
九
八
二
年
）

を
參
照
。

（
二
八
）

馬
淵
和
夫
『
日
本
韻
學
史
の
研
究

』
第
三
篇
第
三
章
第
五
節
「
和
音
・
漢
音
・
呉
音
の
傳
來
」（
日
本
學
術
振
興
會
、
一
九
六
三
年
）。

（
二
九
）

大
島
正
健
『
漢
音
呉
音
の
研
究
』
第
一
章
第
一
節
「
何
を
か
呉
音
と
い
ふ
」（
第
一
書
房
、
一
九
三
一
年
）。

（
三
〇
）

沼
本
氏
前
掲
書
四
九
頁
。

（
三
一
）
「
年
分
度
者
」
の
制
度
の
變
遷
に
つ
い
て
は
、『
類
聚
三
代
格
』

二
「
年
分
度
者
事
」
を
參
照
。

（
三
二
）

古
代
日
本
に
お
け
る
漢
字
音
統
一
の
政
策
に
つ
い
て
は
、
築
島
裕
『
國
語
の
歴
史
』
第
二
章
「
漢
音
と
呉
音
」、
三
八
〜
四
一
頁
（
東
京
大
學
出
版
會
、

一
九
七
七
年
）
を
參
照
。

（
三
三
）

小
林
氏
前
掲
書
二
八
頁
。

（
三
四
）

沼
本
氏
前
掲
書
第
一
章
第
一
節
「
漢
籍
訓
讀
に
於
る
字
音
讀
の
方
法
」、
六
〇
八
〜
三
四
頁
。

（
三
五
）

沼
本
氏
前
掲
書
序
論
第
三
項
「
正
式
音
注
（
反
切
）
の
位
置
」、
七
五
頁
。
呉
音
に
つ
い
て
は
、「『
反
切
』
が
全
く
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い

が
、
そ
の
學
習
傳
承
の
主
體
は
、
あ
く
ま
で
口
承
口
誦
的
傳
承
法
で
あ
っ
て
、
反
切
は
そ
の
補
助
的
手
段
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
、
そ
の
習

得
と

承
に
お
け
る
「
反
切
」
資
料
に
對
す
る
依
存
度
は
必
ず
し
も
高
い
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

（
三
六
）

宣
賢
よ
り
一
世
代
前
の
桃
源
瑞
仙
（
一
四
三
〇
〜
八
九
）
が
著
し
た
『
百
衲

』（
文
明
六
年
九
月
〜
九
年
二
月
）
に
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

日
本
儒
者
ノ
傳
習
ニ
、
ソ
ラ
ニ
イ
フ
事
ハ
呉
音
ニ
テ
云
テ
、
臨

書
讀
ム
時
ハ
漢
音
ニ
テ
讀
ム
ナ
リ
。
暗ソラ
ニ
云
事
ニ
ハ
周
禮
シユライ

、
禮
記
ラ
イ
キ

ト
云
テ
、
當
其
讀

書
之
時
、
周
禮
シウレイ

、
禮
記
レ
イ
キ

ト
云
ソ
。
…
…
日
本
人
ハ
ツ
ヨ
ク
呉
音
ニ
熟
シ
タ
ホ
ド
ニ
、
云
ヤ
ス
サ
ニ
只
呉
音
ニ
呼
ソ
。
儒
者
ノ
傳
授
ハ
漢
音
ニ
習
タ
ホ

ド
ニ
、
ツ
ヨ
ク

清
ニ
呼
ン
デ
讀
ゾ
。（
山
田
英
雄「
清
原
宣
賢
に
つ
い
て
」、『
國
語
と
國
文
學
』第
三
十
五

第
十
號
、
東
京
大
學
國
語
國
文
學
會
、

一
九
五
七
年
所
引
に
よ
る
）

（
三
七
）
『
論
語
私
抄
』
は
、
京
都
大
學
附
屬
圖
書
館
ほ
か
所
藏
。
京
都
大
學
所
藏
本
は
、
坂
詰
力
治
編
『
論
語
抄
の
國
語
學
的
研
究
（
影
印
篇
）』（
武
藏
野
書
院
、

一
九
八
四
年
）
に
全

の
影
印
が
收
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
全

の
畫
像
デ
ー
タ
が
『
魯
論
抄
』
の
名
で
「
京
都
大
學
電
子
圖
書
館
貴
重
畫
像
資
料
」
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の
一
部
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
三
八
）

諸
家
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
呉
美
寧
『
日
本
論
語
訓
讀
史
研
究
（
下
）
抄
物
篇
』
七
一
〜
二
、
八
七
〜
八
頁
（Ja

p
a
n
ese

 
T
ech

n
ica
l P

u
b
lish

in
g

 
C
o
m
p
a
n
y

、
二
〇
〇
六
年
）
を
參
照
。

（
三
九
）

阿
部
隆
一
「
本
邦
現
存
漢
籍
古
寫
本
類
所
在
略
目
録
」、
二
二
一
〜
四
頁
（『
阿
部
隆
一
遺
稿
集
』
第
一

、
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
年
）。

（
四
〇
）

足
利
氏
前
掲
書
五
〇
九
頁
。

（
四
一
）

以
下
、
訓
讀
語
の
中
の
活
用
語
に
つ
い
て
は
、
比
較
の
便
宜
上
、
終
止
形
に
改
め
て
掲
示
す
る
。
こ
こ
の
「
タ
ツ
ヌ
」
も
、
點
本
は
「
タ
ツ
ネ
」
に
作
っ

て
い
る
。

（
四
二
）

武
内
氏
前
掲
書
三
四
頁
。

（
四
三
）

皇
侃
『
義
疏
』
が
中
國
で
亡
ん
だ
時
期
に
關
し
て
は
、
福
田
忍
「
皇
侃
『
論
語
義
疏
』
と
朱
熹
『
論
語
集
注
』」（
北
海
道
中
國
哲
學
會
編
『
中
國
哲
學
』

第
十
八
號
、
一
九
八
九
年
）、
お
よ
び
同
論
文
の
中
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
諸
研
究
を
參
照
。

（
四
四
）

呉
美
寧
『
日
本
論
語
訓
讀
史
研
究
（
上
）
訓
點
資
料
編
』
第
一
部
第
二
章
第
二
節
「
鎌
倉
時
代
の
清
原
家
論
語
訓
點
本
に
お
け
る
中
國
側
注
釋
書
の
取

り
入
れ
」、
五
二
〜
三
頁
。

（
四
五
）

呉
氏
前
掲
書
（
上
）
一
〇
七
頁
に
一

表
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
四
六
）
『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
二
輯
（
慶
應
義
塾
大
學
附
屬
研
究
所
斯
道
文
庫
、
一
九
六
三
年
三
月
）
所
收
。

（
四
七
）
『
抄
物
の
研
究
』
第
十
一
號
（
抄
物
研
究
會
、
二
〇
〇
〇
年
十
一
月
）
所
收
。

（
四
八
）

東
山
御
文
庫
藏
。
全
文
の
翻
刻
が
中
田
祝
夫
編
『
應
永
二
十
七
年
本

論
語
抄
』（
勉
誠
社
、
一
九
七
六
年
）
と
し
て
出
版
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
で
は
そ

れ
を
利
用
し
た
。

（
四
九
）

木
田
章
義
「
兩
足
院
本
『
毛
詩
抄
』
と
そ
の
背
景
」、
七
〇
六
頁
（
京
都
大
學
文
學
部
國
語
學
國
文
學
研
究
室
編
『
林
宗
二
・
林
宗
和
自
筆
毛
詩
抄
（
下
）』、

臨
川
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
五
〇
）

こ
の
分
章
が
生
じ
た
思
想
的
背
景
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
焦
循
の
思
想
的
特
質
の
一
端
｜
「
經
」
と
「
權
」
を
め
ぐ
っ
て
｜

」（
北
海
道
中
國
哲
學
會
編

『
中
國
哲
學
』
第
二
十
四
號
、
一
九
九
五
年
十
二
月
）
の
中
で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

（
五
一
）

原
文
「
鄭
玄
曰
、
言
弟
子
之
從
我
而
厄
於
陳
・
蔡
者
、
皆
不
及
仕
進
之
門
、
而
失
其
所
也
」。
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（
五
二
）

喬
秀
岩
こ
と
橋
本
秀
美
氏
に
よ
る
と
、
皇
侃
當
時
、
諸
經
に
對
し
て
「
科
段
」
の
考
え
方
を
導
入
し
て
解
釋
す
る
こ
と
は
既
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。
科

段
と
い
う
の
は
、
篇
、
章
、
段
落
に
は
、
元
來
一
貫
し
た
原
則
に
本
づ
く
區
分
が
あ
る
と
い
う
前
提
の
下
に
經
文
を
整
理
す
る
こ
と
で
あ
り
、『
論
語
』の
解

釋
に
科
段
の
説
を
導
入
し
た
の
は
皇
侃
が
最
初
で
あ
る
。
喬
秀
岩
『
義
疏
學
衰
亡
史
論
』
第
一
章
第
二
節
「
科
段
説
と
前
後
對
應
の
理
論
」（
東
京
大
學
東
洋

文
化
研
究
所
報
告
、
白
峰
社
、
二
〇
〇
一
年
）
を
參
照
。
篇
次
や
分
章
に
着
目
す
る
こ
と
は
皇
侃
の
『
論
語
』
解
釋
に
お
け
る
大
き
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
り
、

清
原
家
の
『
論
語
抄
』
は
そ
の
篇
次
や
分
章
を
基
本
的
に
踏
襲
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

（
五
三
）

中
田
祝
夫
編
『
應
永
二
十
七
年
本

論
語
抄
』
二
九
頁
に
よ
る
。

（
五
四
）

柳
田
征
司
「
清
原
業
忠
の
論
語
抄
に
就
て
」、
三
四
頁
（『
抄
物
の
研
究
』
第
一
號
、
安
田
女
子
大
學
抄
物
研
究
會
、
一
九
七
〇
年
六
月
）。

（
五
五
）

足
利
氏
前
掲
書
四
八
八
〜
九
頁
。

（
五
六
）

呉
美
寧
氏
は
、『
日
本
論
語
訓
讀
史
研
究
（
下
）
抄
物
編
』
第
二
部
の
第
二
章
か
ら
第
六
章
に
至
る
ま
で
の
各
章
に
お
い
て
、
清
原
家
の
『
論
語
抄
』
五

種
に
お
い
て
引
用
さ
れ
て
い
る
諸
資
料
に
對
し
て
詳
細
な
分
析
を
加
え
た
後
、
第
七
章
「
清
原
家
論
語
抄
に
お
け
る
中
國
側
注
釋
書
の
取
り
入
れ
の
變
遷
」

に
お
い
て
、
そ
の
五
種
に
お
け
る
古
注
・
新
注
の
利
用
状
況
の
變
遷
を
整
理
し
、
圖
表
に
ま
と
め
て
い
る
。

（
五
七
）

足
利
氏
前
掲
書
五
一
五
頁
。

（
五
八
）

通
行
本
に
は
、「
患
己
不
知
人
也
」
句
の
「
己
」
字
は
な
い
が
、
清
原
家
に
傳
わ
る
集
解
本
・
義
疏
本
の
諸
本
に
は
「
己
」
字
が
あ
る
。

（
五
九
）
『
四
庫
提
要
』
が
『
四
書
大
全
』
に
つ
い
て
「（
胡
）
廣
等
撰
集
此
書
、
實
全
以

氏
輯
釋
爲
藍
本
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、『
大
全
』
は
『
輯
釋
』
に

引
か
れ
て
い
る
諸
家
の
注
釋
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
轉
引
し
て
お
り
、
兩
者
の
違
い
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
。

（
六
〇
）

阿
部
隆
一
「
室
町
以
前
邦
人
撰
述
論
語
孟
子
注
釋
書
（
上
）」、
五
七
・
七
六
頁
。

（
六
一
）

清
原
家
の
訓
讀
で
は
、
通
常
、
指
示
代
名
詞
の
「
之
」
を
訓
讀
し
な
い
。

（
六
二
）

足
利
氏
前
掲
書
四
六
九
頁
。

（
六
三
）
『
神
皇
正
統
記
』
に
は
清
家
本
が
五
種
存
在
し
て
い
る
。
山
田
孝
雄
『
神
皇
正
統
記
述
義
』
附
録
「
神
皇
正
統
諸
本
解
説
略
」（
民
友
社
、
一
九
三
二
年
）、

お
よ
び
岩
佐
正
「
解
説
」（
日
本
古
典
文
學
大
系
新

版
『
神
皇
正
統
記
・
増
鏡
』、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）
を
參
照
。
な
お
、
瑞
谿
周
鳳
（
一
三
九
一

〜
一
四
七
三
）
の
日
記
『
臥
雲
日
件
録
』
第
五
十
八

、
寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）
六
月
十
二
日
條
に
「
常
忠
居
士
（
外
記
清
原
業
忠
）
來
、
茶
話
數
刻
。

余
問
製
神
皇
正
統
之
人
。
曰
、
名
士
也
」
と
あ
り
、
宣
賢
の
祖
父
業
忠
が
北
畠
親
房
を
「
名
士
」
と
評
し
て
い
る
。
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（
六
四
）

こ
の
通
説
を
否
定
す
る
論
者
も
い
る
。
和
島
氏
前
掲
書
第
三
章
第
二
節
「
玄
惠
法
印
」
を
參
照
。

（
六
五
）

こ
の
三
つ
の
寶
物
は
、
既
に
『
日
本
書
紀
』
神
代
紀
下
・
第
九
段
の
「
一
書
」
に
見
え
て
い
る
が
、
下
川
玲
子
氏
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
が
皇
位
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
の
「
三
種
神
器
」
を
構
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
南
北
朝
時
期
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、「
天
皇
家
の
二
統
分
裂
と
い
う
、
王
權
の
直
面
し
た

空
前
の
危
機
的
状
況
」
の
中
で
、「
天
皇
の
權
威
を
『
三
種
神
器
』
と
い
う
目
に
見
え
る
も
の
に
求
め
よ
う
と
し
た
」
思
想
状
況
と
關
連
が
あ
る
。
同
氏
『
北

畠
親
房
の
儒
學
』
第
二
章
第
二
節
第
一
項
「『
三
種
神
器
』

の
成
立
」（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
一
年
）
を
參
照
。

（
六
六
）

和
島
氏
前
掲
書
一
五
九
〜
六
〇
頁
。

（
六
七
）
『

塵
』
の
本
章
の
記
述
が
『
纂
疏
』
を
引
用
し
た
も
の
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
同

の
文
章
が
既
に
應
永
本
に
見
え
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
近
藤
喜
博
氏
（「
日
本
書
紀
纂
疏
・
そ
の
諸
本
」、『
藝
林
』
第
七

第
三
號
、
一
九
五
六
年
六
月
）
と
中
村
啓
信
氏
（「
解
題
」、
天
理
圖
書
館
善
本
叢
書

〔
和
書
之
部
〕
第
二
十
七
『
日
本
書
紀
纂
疏
・
日
本
書
紀
抄
』、
八
木
書
店
、
一
九
七
七
年
）
に
よ
る
と
、
兼
良
の
『
纂
疏
』
は
康
正
年
間
（
一
四
五
五
〜
七
）

の
成
書
で
あ
り
、
應
永
二
十
七
年
（
一
四
二
〇
）
頃
に
書
か
れ
た
應
永
本
が
そ
れ
か
ら
引
用
す
る
筈
は
な
い
。
た
だ
し
、
北
畠
親
房
（
一
二
九
三
〜
一
三
五

四
）、
も
し
く
は
そ
れ
以
前
の
人
物
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
『
東
家

傳
』「
治
世
要
道
、
神
敕
文
明
也
」
條
に
お
い
て
、
三
種
の
神
器
が
『
論
語
』
の
「
智
・

仁
・
勇
」
と
關
連
づ
け
て
説
か
れ
て
い
る
か
ら
、
應
永
本
の
著
者
は
『
纂
疏
』
に
先
行
す
る
神
道
系
の
書
物
を
參
照
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
待
考
。
な
お
、

阿
部
隆
一
氏
は
、「
神
皇
正
統
記
や
伊
勢
神
道
の
説
が
清
原
家
に
入
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」（「
室
町
以
前
邦
人
撰
述
論
語
孟
子
注
釋
書
（
上
）」、
六
〇
頁
）
と

の
推
測
を
示
し
て
い
る
が
、『
神
皇
正
統
記
』
に
は
『
纂
疏
』
と
同

の
記
述
を
見
出
し
得
な
い
。

（
六
八
）

文
中
に
所
謂
「
古
ノ
尺
」
は
、『
論
語
私
抄
』
の
同
じ
章
に
お
い
て
は
、「
天
臺
ノ
維
摩
經
ノ
疏
」
と
あ
っ
て
、
本
づ
く
と
こ
ろ
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

（
六
九
）
『
莊
子
』
刻
意
第
十
五
に
も
、「
故
曰
、
聖
人
之
生
也
天
行
、
…
…
其

不
夢
」
と
あ
る
。

（
七
〇
）

笠
原
一
男
編
『
日
本
宗
教
史

』
第
六
章
「
中
世
の
神
道
と
修

」（
山
川
出
版
社
、
一
九
七
七
年
。
萩
原
龍
夫
氏

當
部
分
）。

（
七
一
）

伊
勢
神
道
に
お
け
る
中
國
思
想
・
佛
教
の
取
り
込
み
に
つ
い
て
は
、
津
田
左
右
吉
『
日
本
の
神
道
』
第
四
章
「
い
は
ゆ
る
伊
勢
神
道
に
於
い
て
」（『
津

田
左
右
吉
全
集
』
第
九

、
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
）
に
お
い
て
詳
論
さ
れ
て
い
る
。

（
七
二
）

津
田
左
右
吉
は
、『
纂
疏
』
に
お
け
る
三
教
が
神
・
儒
・
佛
の
三
つ
で
は
な
く
、
儒
・
佛
・
道
の
三
つ
を
指
し
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
、
そ
の
場
合
で

も
主
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
儒
・
佛
の
二
教
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
津
田
左
右
吉
『
日
本
の
神
道
』
第
五
章
「
正
通
兼
良
の
思
想
及
び
卜
部

家
の
神
道
に
於
い
て
」
一
一
六
頁
。
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（
七
三
）

呉
美
寧
氏
は
應
永
本
に
お
い
て
佛
教
の
教
説
が
引
か
れ
る
こ
と
に
關
し
て
、「
こ
れ
は
中
世
の
學
問
の
中
心
が
、
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
と
も
關
連
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
よ
り
は
、
…
…
義
疏
の
著
者
で
あ
る
皇
侃
が
佛
教
信
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
注
釋
に
佛
教
用
語
を
用
い
た
り
、
そ
の
思
想
を
説
い

た
り
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
や
は
り
皇
疏
の
影
響
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」（『
日
本
論
語
訓
讀
史
研
究
（
下
）
抄
物
編
』
二
九
頁
）
と
述
べ
、
皇
侃

『
義
疏
』
の
影
響
を
主
因
と
見
て
い
る
。
こ
の
見
解
に
對
し
て
は
、
容
易
に
は
首
肯
で
き
な
い
。
な
お
、『
義
疏
』
と
佛
典
と
の
關
係
に
つ
い
て
先
行
研
究
を

踏
ま
え
て
考
察
し
た
近
年
の
研
究
と
し
て
、
大
坊
眞
伸
「
皇
侃
『
論
語
義
疏
』
と
佛
典
注
釋
書
と
の
類
似
に
つ
い
て
」（『
大
東
文
化
大
學
中
國
論
集
』
第
二

十
三
號
、
大
東
文
化
大
學
文
學
研
究
科
中
國
學
專
攻
院
生
研
究
會
、
二
〇
〇
五
年
十
二
月
）
が
あ
る
。

（
七
四
）
「

説
」
の
非
公
開
性
に
疑
問
を
差
し
挾
む
論
者
も
い
る
。
た
と
え
ば
桃
裕
行
氏
は
、「
一
般
に
家
學
の

説
な
い
し

本
は

密
に
せ
ら
れ
つ
つ
も
、

未
だ
そ
れ
程
絶
對
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
（
同
氏
前
掲
書
第
三
章
第
二
節
第
四
項
「
家
説
・
傳
本
の

密
性
」）。
同

の
見
解
は
山
田
英
雄
氏
に
よ
っ
て
も
提
出
さ
れ
て
い
る
（「
清
原
宣
賢
に
つ
い
て
」）。「

説
」
が
ど
の
程
度
、

説
で
あ
っ
た
か
は
、
解
明
が
待
た
れ
る

テ
ー
マ
で
あ
る
。

（
七
五
）

こ
の
點
に
關
す
る
考
察
は
、
菅
野
洋
一
氏
の
「
藝
道
に
お
け
る

傳
（
一
）
｜

傳
意
識
の
生
成
｜

」（『
東
北
工
業
大
學
紀
要
（
Ａ
文
化
系
編
）』
第

二
號
、
一
九
六
八
年
十
二
月
）
や
「
藝
道
に
お
け
る

傳
（
二
）
｜

傳
の
源
流
と

相
」（『
東
北
工
業
大
學
紀
要
（
Ａ
文
化
系
編
）』
第
五
號
、
一
九
六

九
年
十
一
月
）
に
始
ま
る
諸
論
考
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。

（
七
六
）

林
屋
辰
三
郎
『
中
世
文
化
の
基
調
』
三
四
四
〜
五
頁
（
東
京
大
學
出
版
會
、
一
九
五
八
年
）。

（
七
七
）

同
氏
前
掲
書
三
八
頁
。

（
七
八
）

張
寶
三
「
清
原
宣
賢
《
毛
詩
抄
》
研
究
｜
以
和
《
毛
詩
注
疏
》
之
關
係
爲
中
心
」。
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